
(様式第 10) 

海 大 第 １ ０ ８ ０ 号  

平成２８年１０月２５日  

  厚生労働大臣     殿 

 北海道大学総長  山 口 佳 三  (印) 

 

北海道大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 27 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒060-0808 札幌市北区北8条西5丁目 

 氏   名  国立大学法人北海道大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 国立大学法人北海道大学 北海道大学病院 

 

3 所在の場所 

〒060－8648 
    札幌市北区北14条西5丁目                            

                                  電話( 011 ) 716 － 1161 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

○1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 ○有  ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 消化器内科  2 循環器内科  3 血液内科  4 腫瘍内科  5 神経内科          

 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 



 

 

(2)外科 

外科 ○有  ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1 消化器外科  2 循環器外科  3 呼吸器外科  4 乳腺外科  5 小児外科  6 形成外科        

   

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ○1 精神科  ○2 小児科  ○3 整形外科  ○4 脳神経外科  ○5 皮膚科  ○6 泌尿器科 
 7産婦人科  ○8 産科    ○9 婦人科  ○10 眼科     ○11 耳鼻咽喉科  ○12 放射線科 
○13 放射線診断科  ○14 放射線治療科  ○15 麻酔科  ○16 救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 ○有  ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1 小児歯科  2 矯正歯科  3 歯科口腔外科       

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

 1 リハビリテーション科 2 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

72床 床 床 床 874床 946床 

 

 

 

 

 

 



6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        318人  375人    693人  看 護 補 助 者          133人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師        136人  130人    266人  理 学 療 法 士           14人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   78人 

 薬 剤 師          64人   0人     64人  作 業 療 法 士             9人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人      0人  視 能 訓 練 士            11人 そ の 他           0人 

 助 産 師         30人   0人     30人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師        863人   31人    894人  臨 床 工 学 士  18人 医療社会事業従

事者 

   22人 

 准 看 護 師          0人   0人      0人  栄  養  士             0人 その他の技術員           10人 

 歯科衛生士     12人   0人     12人  歯 科 技 工 士           4人 事 務 職 員   286人 

 管理栄養士      7人   0人      7人  診療放射線技師     53人 その他の職員          160人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                         （平成 28 年 6 月 1 日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 55 人 眼 科 専 門 医 16 人 

外 科 専 門 医 52 人 耳鼻咽喉科専門医 15 人 

精 神 科 専 門 医 17 人 放射線科専門医 38 人 

小 児 科 専 門 医 35 人 脳神経外科専門医 22 人 

皮 膚 科 専 門 医 15 人 整形外科専門医 32 人 

泌尿器科専門医 14 人 麻 酔 科 専 門 医 29 人 

産婦人科専門医 23 人 救 急 科 専 門 医 13 人 

  合 計 376 人 

(注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 寳金清博   ） 任命年月日 平成２５年４月１日 

「リスクマネジメント委員会委員」 

ＭＥ機器管理センター部長   平成２２年４月１日～ 

医療安全管理部長（副病院長） 平成２２年９月１日～ 

病院長            平成２５年４月１日～現在に至る 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数  

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数      763 人           18  人          781  人 

 １日当たり平均外来患者数            2,323  人             750  人       3,073  人 

 １日当たり平均調剤数                                                          1139   剤 

必要医師数 212人  
必要歯科医師数 41人  
必要薬剤師数 42人  

必要（准）看護師数 494人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備  

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

  940m 2 

 

 

鉄骨鉄筋

コンクリ

ート 

   病 床 数   10 床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積     222m 2      病床数       6 床 

［移動式の場合］ 台 数       台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積     13m 2 

［移動式の場合］ 台 数       台 

化学検査室 93m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）生化学自動分析装置 

細菌検査室 173m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）オートクレーブ 

病理検査室 799m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）切り出し台 

病理解剖室 208m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）剖検台 

研 究 室 2,031m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

  （主な設備）安全キャビネット 

講 義 室 37m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      １ 室  収容定員         ５０ 人 

図 書 室  178m 2 鉄骨鉄筋コ

ンクリート 

   室数      ４ 室  蔵 書 数    1,400冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 84.7 ％ 逆 紹 介 率 48.2 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                   16,477  人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                 9,739  人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                   649  人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                   20,210  人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）（現在選考中） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 （現在選考中） 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

70人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績 

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

最小侵襲椎体椎間板掻爬洗浄術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

1人　

0人　

13人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

経胎盤的抗不整脈薬投与療法

術後のホルモン療法及びＳ−１内服投与の併用療法

オクトレオチド皮下注射療法

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

11C標識メチオニンを用いたポジトロン断層撮影による再発の診断

周術期カルペリチド静脈内投与による再発抑制療法

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績　

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 11 56 ベーチェット病 232
2 筋萎縮性側索硬化症 10 57 特発性拡張型心筋症 78
3 脊髄性筋萎縮症 7 58 肥大型心筋症 60
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 47
6 パーキンソン病 244 61 自己免疫性溶血性貧血 5
7 大脳皮質基底核変性症 8 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 0
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 102
9 神経有棘赤血球症 2 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 0 65 原発性免疫不全症候群 41
11 重症筋無力症 77 66 IgＡ 腎症 22
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 88
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 103 68 黄色靱帯骨化症 9

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
18 69 後縦靱帯骨化症 103

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 4
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 149
17 多系統萎縮症 38 72 下垂体性ADH分泌異常症 44
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 156 73 下垂体性TSH分泌亢進症 15
19 ライソゾーム病 6 74 下垂体性PRL分泌亢進症 12
20 副腎白質ジストロフィー 2 75 クッシング病 29
21 ミトコンドリア病 15 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
22 もやもや病 146 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 91
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 257
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 2
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 24
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 1
28 全身性アミロイドーシス 14 83 アジソン病 4
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 328
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 21
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 30
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 27
34 神経線維腫症 50 89 リンパ脈管筋腫症 16
35 天疱瘡 54 90 網膜色素変性症 42
36 表皮水疱症 12 91 バッド・キアリ症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 14 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 4 93 原発性胆汁性肝硬変 81
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 5
40 高安動脈炎 55 95 自己免疫性肝炎 16
41 巨細胞性動脈炎 1 96 クローン病 100
42 結節性多発動脈炎 30 97 潰瘍性大腸炎 173
43 顕微鏡的多発血管炎 44 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 24 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 0
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 4 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 12 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 21 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 480 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 152 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 109 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 39 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 288 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 13 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 6 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績　
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績　
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 8
113 筋ジストロフィー 2 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 1 167 マルファン症候群 1
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 2
142 ミオクロニー欠神てんかん 1 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 1 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績　
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 1 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 2
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 1 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 17 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1 271 強直性脊椎炎 1
224 紫斑病性腎炎 1 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 3 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 1 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 1
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 1
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 3
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 1 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 2

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

・

・

・

・

・病棟薬剤業務実施加算１ ・

・呼吸ケアチーム加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・ハイリスク妊娠管理加算

・ハイリスク分娩管理加算

・

・

・

・

・

・

・精神科身体合併症管理加算

・摂食障害入院医療管理加算

・

・

・

・

・

・

・病棟薬剤業務実施加算２

・データ提出加算

・退院支援加算

・精神疾患診療体制加算

・特定集中治療室管理料４

・総合周産期特定集中治療室管理料

・新生児治療回復室入院医療管理料

・小児入院医療管理料２

・

・医療安全対策加算１

・感染防止対策加算１

・患者サポート体制充実加算

・重症者等療養環境特別加算

・無菌治療室管理加算１

・無菌治療室管理加算２

・緩和ケア診療加算

・診療録管理体制加算１

・医師事務作業補助体制加算１

・急性期看護補助体制加算（２５対１）

・看護職員夜間配置加算

・看護補助加算

・療養環境加算

高度の医療の提供の実績　

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・地域歯科診療支援病院歯科初診料

・歯科外来診療環境体制加算

・歯科診療特別対応連携加算

・特定機能病院入院基本料（一般病棟　７対１）

・特定機能病院入院基本料（精神病棟　１３対１）

・超急性期脳卒中加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

・遺伝学的検査 ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） ・歯科画像診断管理加算２

・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 ・ポジトロン断層撮影

・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 ・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影

・医療機器安全管理料１ ・有床義歯咀嚼機能検査

・医療機器安全管理料（歯科） ・歯科画像診断管理加算１

・医療機器安全管理料２ ・画像診断管理加算１

・肝炎インターフェロン治療計画料 ・小児食物アレルギー負荷検査

・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 ・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

・薬剤管理指導料 ・内服・点滴誘発試験

・ニコチン依存症管理料 ・神経学的検査

・排尿自立指導料 ・ロービジョン検査判断料

・がん治療連携計画策定料 ・補聴器適合検査

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・脳波検査判断料１

・外来放射線照射診療料 ・脳磁図

・糖尿病透析予防指導管理料 ・遠隔脳波診断

・がん患者指導管理料３ ・ヘッドアップティルト試験

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・長期継続頭蓋内脳波検査

・外来緩和ケア管理料 ・人工膵臓検査、人工膵臓療法

・糖尿病合併症管理料 ・遺伝カウンセリング加算

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

・がん患者指導管理料２ ・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

・がん患者指導管理料１ ・胎児心エコー法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・ウイルス疾患指導料 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定）

・高度難聴指導管理料 ・検体検査管理加算（Ⅳ）

・喘息治療管理料 ・国際標準検査管理加算

高度の医療の提供の実績　

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績　

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・冠動脈ＣＴ撮影加算 ・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算

・心臓ＭＲＩ撮影加算
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

・抗悪性腫瘍剤処方管理加算
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限
る。）

・外来化学療法加算１ ・腫瘍脊椎骨全摘術

・無菌製剤処理料 ・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺
激装置交換術

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） ・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあ
るもの））

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるも
の）

・がん患者リハビリテーション料 ・網膜再建術

・歯科口腔リハビリテーション料２
・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨
導補聴器交換術

・児童思春期精神科専門管理加算 ・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

・精神科作業療法
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る。）

・認知療法・認知行動療法１
・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨
形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・精神科ショート・ケア「小規模なもの」
・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生
検（併用）

・精神科デイ・ケア「小規模なもの」 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調
症治療指導管理料に限る。）

・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

・医療保護入院等診療料 ・経カテーテル大動脈弁置換術

・硬膜外自家血注入 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・エタノールの局所注入（甲状腺）
・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー交
換術

・エタノールの局所注入（副甲状腺）
・植込型除細動器移植術及び植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

・透析液水質確保加算１
・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

・透析液水質確保加算２ ・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

・磁気による膀胱等刺激法 ・補助人工心臓

・手術用顕微鏡加算 ・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 ・同種心移植術

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

高度の医療の提供の実績　

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切
開後腹膜リンパ節群郭清術、腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘
出術、等

・放射線治療専任加算

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

・外来放射線治療加算

・腹腔鏡下肝切除術 ・高エネルギー放射線治療

・生体部分肝移植術 ・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・同種死体肝移植術 ・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・体外照射呼吸性移動対策加算

・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 ・定位放射線治療

・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術 ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 ・粒子線治療

・同種死体腎移植術 ・粒子線治療適応判定加算

・生体腎移植術 ・粒子線治療医学管理加算

・膀胱水圧拡張術 ・保険医療機関間の連携による病理診断

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 ・病理診断管理加算２

・人工尿道括約筋植込・置換術 ・口腔病理診断管理加算２

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・歯科矯正診断料

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とす
るものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術 ・

・胎児胸腔・羊水腔シャント術 ・

・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術 ・

・輸血管理料Ⅰ ・

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・

・歯周組織再生誘導手術 ・

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術 ・

・歯根端切除手術の注３ ・

（様式第2）



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要　

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

病理診断部門　年間約300回
臨床検査部門　年間約450回

剖検症例数　　　　　　３６　例　／　　剖検率      　　　６．９　%

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績　

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

多発性嚢胞腎の高血圧に関わる嚢胞増悪因子
の解析と治療法の解明

日本学術振
興会

医学部及び医学研究科におけるグローバル化
促進のための英語教育プログラム

オルガ・アメングア
ル

内科II 1,560,000

日本学術振
興会

AMED

新規抗リン脂質抗体症候群モデルマウス
の作成

渥美達也 内科II

 抗リン脂質抗体症候群におけるアデノシン二リン酸
(ADP)受容体を介した血栓形成機 渥美達也 内科II

3,510,000

免疫抑制剤の効果的な併用による難治性
膠原病治療プロトコール作成のための研

究

2型糖尿病病態における膵β細胞量増加への
治療戦略

中村昭伸

内科II

内科II 2,210,000奥 健志

西尾妙織

日本学術振
興会

1,560,000

日本学術振
興会

内科II 1,430,000
日本学術振

興会

日本学術振
興会

内科II

1,430,000

日本学術振
興会

1,400,000

内科Ⅰ 2,340,000

抗リン脂質抗体症候群における補体活性化機
序の関与について

NETsによる単球分化を介した自己免疫機序の
解明

坊垣暁之

渥美達也

日本学術振
興会

閉塞性肺疾患の重症化に関わるエクソ
ソームmicroRNAの同定と臨床応用

鈴木　雅 内科Ⅰ 1,820,000
日本学術振
興会

閉塞性肺疾患における肺CT3次元軌道解
析

清水薫子 内科Ⅰ 1,820,000
日本学術振
興会

CT所見、バイオマーカーから見た気管支
喘息における上下気道の連関

今野　哲 内科Ⅰ 1,430,000
日本学術振
興会

気管支擦過肺癌細胞の培養による肺癌診
断と治療法の探索

菊地英毅 内科Ⅰ 1,430,000
日本学術振
興会

次世代シークエンサーを用いた肺原発肉
腫様癌におけるバイオマーカー解析

大泉聡史 内科Ⅰ 1,950,000
日本学術振
興会

呼吸器疾患に伴う肺高血圧症の肺血管お
よび右心系に関する臨床病理学的検討

辻野一三 内科Ⅰ 240,000
日本学術振
興会

内科Ⅰ 8,710,000
日本学術振
興会

肺血管標的型多機能性エンベロープナノ
構造体を用いた難治性肺疾患治療の挑戦

西村正治 内科Ⅰ 1,820,000
日本学術振
興会

日本医療研
究開発機構

自己免疫性肺胞蛋白症に対する酵母由
来組換えGM-CSF吸入の多施設共同医師

主導治験（分担）
鈴木　雅 内科Ⅰ 500,000

日本医療研
究開発機構

リンパ脈管筋腫症に対するラパマイシン長
期内服の効果と安全性評価のためのコ

ホート調査（分担）
鈴木　雅

300,000 厚生労働省

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

内科Ⅰ

内科Ⅰ

内科II

アレルギー疾患対策に必要とされる疫学
調査と疫学データベース作成に関する研

究（分担）
今野　哲 内科Ⅰ

肺炎球菌の嫌気培養による病原性の変化
の検討

西村正治

300,000

16,900,000

長岡健太郎

2,000,000
ALK融合遺伝子陽性のⅢ期非小細胞肺
癌に対する集学的治療法の開発に関する

研究（分担）
大泉聡史

難治性気道疾患の病態解明と個別化治療
への展開

日本医療研
究開発機構

（様式第3）



1  研究費補助等の実績

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3）

補

委

23,400,000 補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

豊嶋崇徳真菌感染症とGVHDのクロストーク

卵膜由来間葉系幹細胞の分泌する低分
子生理活性物質を用いた再生医療の開発

大西俊介

消化器内科

消化器内科

新たな造血幹細胞移植法の開発：生着効
率の向上を目指して

豊嶋崇徳 血液内科 700,000
日本医療研
究開発機構

成人T細胞白血病に対する標準治療とし
ての同種造血管細胞移植法の確立および
ゲノム解析に基づく治療法の最適化に関

豊嶋崇徳 血液内科 650,000

血液製剤によるHIV/HCV重複感染患者
の肝移植に関する研究

遠藤知之 血液内科 500,000 厚生労働省

造血幹細胞移植後の貪食細胞システムの
再構築

橋本大吾 血液内科 1,560,000
日本学術
振興会

移植後シクロフホスファミドを用いた
血縁者間HLA半合致移植法の開発研究

豊嶋崇徳 血液内科 8,000,000
日本医療研
究開発機構

非加熱血液凝固因子製剤によるHIV感染
血友病等患者の

長期療養体制の構築に関する患者参加型
遠藤知之 血液内科 1,000,000

HIV感染症の医療体制の整備に関する研
究

豊嶋崇徳 血液内科 4,500,000 厚生労働省

国内で流行するHIVとその薬剤耐性株の
動向把握に関する研究

豊嶋崇徳 血液内科 2,500,000

小野澤真弘 血液内科 1,300,000

日本医療研
究開発機構

Ph陽性急性リンパ性白血病のチロシンキ
ナーゼ

阻害剤抵抗機序の解析と克服
近藤　健 血液内科 2,210,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

GVHDによるホメオスタシス破綻のメカニズ
ム

豊嶋崇徳 血液内科 4,550,000

テロメラーゼによるDNA二重鎖切断修復機
構の解明

日本学術
振興会

日本学術
振興会

1,820,000血液内科

1,430,000

厚生労働省

日本医療研
究開発機構

武冨　紹信 消化器外科学分野Ⅰ 13,000,000

日本学術振
興会

崎浜秀康 消化器外科Ⅰ 910,000

日本学術振
興会

嶋村剛 1,690,000臓器移植医療部

体外誘導免疫制御性リンパ球を用いた細胞治療によ
る免疫寛容誘導に関する研究

消化器癌の微小転移同定システムの臨床応用

山下健一郎 臓器移植医療部 5,590,000

臓器不足解消を目指した画期的脂肪肝グラフト修復
法の開発

日本医療研
究開発機構

文科省

400,000
炎症性腸疾患に対するヒト羊膜由来間葉

系幹細胞の注腸投与法の確立
大西礼造

日本学術振
興会

人工キメラ遺伝子と肝臓特異的な輸送担体の開発を基盤とし
た肝臓内HBVDNA不活化を目指した新規治療法の開発人工
キメラ遺伝子と肝臓特異的な輸送担体の開発を基盤とした肝

臓内HBVDNA不活化を目指した新規治療法の開発

1,800,000

日本医療研
究開発機構

消化器内科

ノーステック
財団

文科省

消化器内科

高速分子動力学法によるHCV 抗ウイルス
薬耐性化予測仮想アッセイシステムの構

築
坂本直哉 消化器内科

モデル動物等を用いたHCV 感染病態と
関連する宿主・ウイルス因子の解析と新規

治療法の開発に関する研究

坂本直哉（分担者）
（研究代表者：大阪
大・竹原哲郎）

次世代シーケンシング・ゲノムワイド関連解
析を用いたC 型肝炎治療に伴う肝病態進
展軽快、肝発癌に関わる宿主因子の解析

常染色体優性多発性嚢胞腎患者の肝嚢胞に
対する球状塞栓物質による治療法開発

内科II

日本医療研
究開発機構

6,156,000西尾妙織 AMED

3,000,000

坂本直哉



1  研究費補助等の実績

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

（様式第3）
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委

補

委

補

委

1,820,000

文部科学省

消化器外科Ⅱ

野路武寛

消化器外科Ⅱ 文部科学省

血漿タンパク質LRGの翻訳後修飾に着目した膵癌早
期診断マーカーの解析

日本学術振
興会

柿坂達彦 消化器外科学分野Ⅰ 910,000

1,820,000

体外でタンパク質を発現させる画期的な心グラフト機
能修飾法の開発

日本学術振
興会

若山顕治 消化器外科Ⅰ 780,000

遺伝子導入を用いずに移植片のシャペロン発現を体
外で調節する方法の開発

日本学術振
興会

三野和宏 消化器外科学分野Ⅰ

2,080,000

肝臓グラフトへの移植前siRNA導入による肝炎ウイルス
再感染予防法の開発

日本学術振
興会

武冨紹信 消化器外科学分野Ⅰ 1,690,000

シャペロン分子により生存シグナルを増強させる画期
的な肝グラフト修復法の開発

日本学術振
興会

嶋村剛 臓器移植医療部

1,040,000

肝細胞癌血管内皮の多様性と新規分子標的薬への
応用

日本学術振
興会

高橋典彦 手術部 650,000

肝芽腫の発生・進展過程におけるDNAメチル化異常
の解明

日本学術振
興会

本多昌平

大腸癌浸潤・転移におけるHCGβの機能解析とその
臨床応用

日本学術振
興会

本間重紀 消化器外科Ⅰ 390,000

新規バイオマーカーAPC結合蛋白EB1の肝細胞癌発
癌進展における分子機構の解明

日本学術振
興会

中西一彰

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

1,170,000

2,340,000

1,040,000

消化器外科学分野Ⅰ

消化器外科Ⅰ

双方向インターネット通信を利用した遠隔外科教育カ
リキュラム構築

蛍光イメージングの応用による肝門部領域癌センチネ
ルリンパ節の同定方法の確立

消化器外科Ⅱ

七戸俊明

術中蛍光イメージングの応用による大量肝切除時の肝
不全予測法の確立

消化器外科Ⅱ

田中栄一

海老原裕磨

中村　透

倉島　庸

膵癌新規治療法の開発へ向けた細胞膜透過性ペプ
チドの応用

1,430,000

1,170,000

消化器外科Ⅱ

消化器外科Ⅱ

平岡　圭 消化器外科Ⅱ

内視鏡外科手術修練を支援するcadaver trainingカリ
キュラムの構築

プロドラッグシステムを応用した増殖型レトロウィルスに
よる新規膵癌治療法の開発 1,300,000

早期胃癌に対する新しい蛍光腹腔鏡システムを用い
たセンチネルリンパ節同定法の確立

消化器外科Ⅱ

三重大学大学院医学研究科がんワクチン治療学遺伝子・免疫細胞学
難病・がん等の疾患分野の医療の実現化研究事業

1,040,000

平野　聡 消化器外科Ⅱ

固形癌術前化学療法による項腫瘍免疫能誘導と術後
再発予防への個別化治療戦略

PHA4を標的とした膵癌バイオマーカーの探索と膵癌
新規治療法の開発

文部科学省

1,300,000平野　聡

土川貴裕

文部科学省

文部科学省

消化器外科Ⅱ

日本学術振
興会

1,300,000

整形外科 1,430,000

1,560,000

マウスiPS細胞から軟骨細胞への分化制御
機能を有する糖鎖マーカーの探索

岩崎倫政

日本学術振
興会

日本学術振
興会

厚生労働省2,000,000

加賀基知三 循環器・呼吸器外科

循環器・呼吸器外科

樋田泰浩 循環器・呼吸器外科

新宮康栄

7,150,000

日本学術振
興会

130,000
心臓手術術後の心房細動とインスリン抵抗

性との関連

悪性胸膜中皮腫細胞の細胞ストレスからの回避機構と
してのＲＮＡ編集

腫瘍血管特異的マーカーを標的とした次世代
肺癌治療の開発
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排尿障害における前頭前野皮質の役割の
解明

橘田　岳也 泌尿器科 1,300,000 文部科学省

ユビキチン化酵素を標的とした去勢抵抗
性前立腺癌の治療法開発

宮島　直人 泌尿器科 1,300,000 文部科学省

インシデント報告、ニアミス報告を利用した
高信頼性手術チームの醸成に関する研究

安部　崇重 泌尿器科 1,690,000 文部科学省

ダイオキシン受容体リガンﾄﾞ依存性のアン
ドロゲン受容体分解を介した前立腺癌制

御
丸山　覚 泌尿器科 910,000 文部科学省

腫瘍血管内皮分泌たんぱくを用いた腎が
んの転移予測

篠原　信雄 泌尿器科 117,000 文部科学省

尿道下裂症例における思春期以降の排尿
動態、内分泌環境、父性獲得能に関する

研究
守屋　仁彦 泌尿器科 1,560,000 文部科学省

胎児期の内分泌かく乱物質への曝露が性
分化・性腺機能および第二次性徴発来に
及ぼす影響：環境遺伝交互作用の解明

篠原　信雄 泌尿器科 38,284,000 環境省

標準的治療の確立が望まれる難治性疾患
に対する新規治療法の開発

篠原　信雄 泌尿器科 299,000 ＡＭＥＤ

グライコブロッティング法による糖尿病網膜
症関連糖鎖の網羅的解析

石田 晋 眼科 1,950,000
日本学術振

興会

ﾉｰｽﾃｯｸ財団

2,210,000
人工膝・股関節置換術適用患者の荷重免
荷型トレッドミルにおける三次元歩行計測

骨粗鬆症予防効果を有する天然物由来機
能性食品の開発

高畑雅彦 2,000,000整形外科

日本学術振
興会

小山　明彦 北大病院形成外科 1,820,000

村尾　尚規

入江　徹

古川　洋志
医学研究科　形成外

科学分野
6,370,000

日本学術振
興会

日本学術振
興会

ケロイドの免疫細胞治療を目指して！～制
御性T細胞は炎症＆線維化を抑制する～

北大病院形成外科 4,680,000

日本医療研
究開発機構

神経内科 9,580,000

日本医療研
究開発機構

1,170,000
日本学術振

興会

神経内科 800,000

整形外科

眼科

郭清術後のリンパ組織再構築術～悪性黒
色腫予後の改善を目指して

リンパ浮腫を薬で治す！DDS技術を駆使
したVEGF－C徐放治療の開発

多機能ゲルによる関節軟骨自然再生誘導
法の最適化に関わる機序の解明と制御

多系統萎縮症の自然歴とその修飾因子に
関する研究

佐々木　秀直

後眼部DDS強膜リングを用いたレニン-ア
ンジオテンシン系制御による失明疾患治

療
眼科 3,120,000

1,690,000

石田 晋

日本学術振
興会

日本学術振
興会

治験の実施に関する研究[サリドマイド] 矢部　一郎

日本学術振
興会

山下　啓子
晩期再発乳癌の生物学的特徴と予測因子

に関する研究

多発性硬化症におけるinnateT細胞の機能に関
する研究

廣谷　真 神経内科

1,430,000

乳腺外科 1,170,000

結膜EMZLにおけるRAS系の関与 安藤亮

損傷した腱マトリクスの治癒過程における
マクロファージ遊走阻止因子の役割の解

明

日本学術振
興会

日本学術振
興会

IκBキナーゼ阻害によるぶどう膜炎制御 石嶋 漢 眼科

北村　信人 スポーツ医学診療科 5,980,000
日本学術振

興会

小野寺　純 スポーツ医学診療科 910,000
日本学術振

興会
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バイオインフォマティクスアプローチによる
頭頸部癌のシグナル伝達ネットワークの解

明

106,920

1,690,000

頭頸部癌におけるcyclin D1標的sgRNAに
よる新規遺伝子標的治療の開発

耳鼻咽喉科

400,000

中丸　裕爾 耳鼻咽喉科 2,080,000

加納　里志 耳鼻咽喉科 1,560,000

畠山　博充

研究開発機構

独立行政法人新エネ
ルギー・産業技術

［A型ボツリヌス毒素］ 開発機構

日本医療研究

23,766,000

本間　明宏 耳鼻咽喉科
国立研究開発法人

日本医療

日本学術
水町　貴諭

日本学術

振興会

国立がん研究センター

総合開発機構
本間　明宏 耳鼻咽喉科

髙木　大

呼気による電気喉頭の電源及び

振興会

振興会

坂下　智博 耳鼻咽喉科 650,000

耳鼻咽喉科

1,690,000

畠山　博充

頭頸部癌の癌化、予後因子の解明
1,300,000

1,280,000
治験の実施に関する研究

ミトコンドリアDNAの解析による

耳鼻咽喉科

皮膚科

耳鼻咽喉科

頭頸部がんに対する標準治療確立のため
の多施設共同研究

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法
を併用した放射線治療による新規治療法開発

に関する研究

抑揚制御に関する研究

本間　明宏

重症薬疹発症機序における包括的検討 阿部理一郎

NKT細胞の役割と新しい治療戦略 振興会

日本学術

耳鼻咽喉科

振興会

高悪性度唾液腺癌に対する 日本学術

振興会

好酸球性副鼻腔炎における 日本学術

オーダーメイド治療の開発

アレルギー性鼻炎の根治を指向

したSIRT1活性化剤の基礎的研究

日本学術

村田美幸 眼科 600,000
日本学術振

興会

野田航介 眼科 1,690,000
日本学術振

興会

糖尿病網膜症におけるGAG糖鎖および
RAGEの関連性解析

吉澤史子 眼科 1,560,000
日本学術振

興会

網膜の恒常性維持における胎盤増殖因子
（PIGF）の役割の解析

齋藤 航 眼科 1,430,000
日本学術振

興会

ユビキチンプロテアソーム機能低下による
網膜変性の解析

野田実香 眼科 1,560,000
日本学術振

興会

糖尿病網膜症におけるポリアミン代謝経路
の病態関与

岩田大樹 眼科 1,560,000
日本学術振

興会

網羅的糖鎖解析グライコミクスによるぶどう
膜炎炎症増悪マーカー探索

南場研一 眼科 1,560,000
日本学術振

興会

糖尿病網膜症におけるアクロレインの病態
関与

糖尿病網膜症におけるα-クリスタリンのリ
ン酸化機序

加瀬諭 眼科 1,690,000
日本学術振

興会

Angptl2阻害点眼薬によるぶどう膜炎軽症
化の検討

重症薬疹におけるネクロプトーシスの関与 阿部理一郎 皮膚科 2,990,000

角化におけるミトコンドリアの関与 阿部理一郎 皮膚科 3,640,000
日本学術振

興会

日本医療研
究開発機構

西江　渉 皮膚科 1,820,000
日本学術振

興会

9,360,000
日本学術振

興会

経口免疫寛容を応用した水疱性類天疱瘡
自己抗体の産生制御

西江　渉 皮膚科 3,640,000
日本学術振

興会

17型コラーゲン発現制御による画期的水
疱症モデルの作成と応用（国際共同研究

強化）

復帰変異モザイクを応用したiPS細胞によ
る表皮水疱症の治療

藤田靖幸 皮膚科 1,950,000
日本学術振

興会
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66,921,400

1,300,000董　培新

4,550,000
がんに対する正しい知識・態度・意識の涵
養を目指す小中学生向けがん教育教材の

開発
婦人科

An innovative system to investigate HPV 
vaccine efficacy and increase cervical 

screening in young women

リハビリテーション科
日本学術振

興会

イオマゼニルSPECTとMRI拡散尖度画像
を用いた高次脳機能障害の脳機能解析

生駒一憲 リハビリテーション科

婦人科

婦人科

シャロン・ハンリー

久住　一郎

中川　伸 精神科神経科

日本食におけるストレス・脳機能改善効果の解明 久住　一郎 精神科神経科

脳脊髄液サンプルを用いたうつ病バイオマーカーの
開発

農業・食品産業技術総
合研究機構

自殺対策大綱に関する自殺の要因分析や支援方法
等に関する研究 齋藤　卓弥

DNAメチル化修飾に着目したうつ病のマーカー作成
－双極、単極、治療抵抗性うつ病の識別を目指して－

精神科神経科

精神科神経科

厚生労働省1,300,000

1,105,000

700,000

朝倉　聡 精神科神経科 2,470,000 文部科学省

児童思春期の学校における自殺関連要因の前方視
的研究 齋藤　卓弥 精神科神経科 1,690,000 文部科学省

青年期の抑うつ症状に関わる要因の縦断的研究

マイクログリアからみた統合失調症の覚せい剤動物モ
デルにおける病態解明と治療法研究

日本学術振
興会

日本学術振
興会

術後下肢キネマティクスが再建前十字靱
帯の機能に与える影響に関する運動解析

学的研究

1,820,000

1,430,000

異常胎児心拍パターンと胎児−母体輸血
症候群の関係

肺胞蛋白症、遺伝性間質性肺疾患に関す
る研究：重要難治化要因とその克服

遠山晴一

厚生労働省

厚生労働省

日本学術振
興会

日本学術振
興会

1,300,000

1,560,000

医学研究科（産科）

周産母子センター

周産期心筋症ハイリスク群同定を目指した
臨床的有用性の高いリスク因子抽出の研

究
山田崇弘 医学研究科（産科）

精神科神経科

日本学術振
興会

384,000
日本医療研
究開発機構

文部科学省伊藤　侯輝

1,820,000

iASPP遺伝子発現の調節機構と子宮頸癌
細胞における機能的役割

シャロン・ハンリー

水上尚典

日本学術振
興会

長和俊

1,560,000

氏家英之 皮膚科 2,340,000
日本学術振

興会

柳　輝希 皮膚科 1,560,000
日本学術振

興会

制御性T細胞を応用した自己免疫性水疱
症の新規治療法の開発

清水　宏 皮膚科 21,189,000
独立行政法
人医薬基盤

研究所

遺伝子編集技術を用いた表皮水疱症の多
角的再生医療の開発

新熊　悟 皮膚科 1,560,000
日本学術振

興会

皮膚悪性腫瘍におけるPCTAIRE1の発現
解析と結合蛋白の同定

西江　渉 皮膚科 1,400,000
日本学術振

興会

悪性黒色腫におけるTRAIL耐性機構の解
明と新規併用治療の試み

柳　輝希 皮膚科 4,940,000
科学技術振

興機構

復帰変異モザイク（Revertant mosaicism）
を応用した先天性難治性皮膚疾患に対す

る自家培養表皮シート療法

秦　洋郎 皮膚科 1,040,000
日本学術振

興会

重症薬疹における特異的細胞死誘導受容
体をターゲットにした新規治療薬開発

清水　宏 皮膚科 3,000,000 厚生労働省

１７型コラーゲン発現制御による画期的水
疱症モデルの作成と応用

皮膚科 1,560,000
日本学術振

興会

日本学術振
興会

水疱性類天疱瘡における疾患特異的水疱
形成機序の解明

岩田浩明 皮膚科 2,080,000
日本学術振

興会

乳房外パジェット病の悪性度に対する
MUC5A発現の関与の包括的検討

プラスミンをターゲットとした水疱性類天疱
瘡の発症機序解明

中村秀樹

７型コラーゲンプロモーターを標的にした
劣性栄養障害型表皮水疱
症の新規治療法の開発

有田　賢 皮膚科 1,560,000
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1,500,000

1,000,000

47,998,000

日本学術振
興会

1,560,000

2,990,000櫻木　範明

脳磁場計測を用いた乳児・小児障害脳に
おける言語機能獲得の予後評価

白石秀明

婦人科

櫻木　範明

新たな子宮頸癌検診システムの構築：受
診率向上を目指した自己採取HPV検査の

導入

乳癌のコンパニオン診断に向けた3T-MRI
のマルチパラメントリック解析モデルの開発

加藤　扶美 放射線部 650,000 文科省

新しいNBCA塞栓術"balloon閉塞下NBCA
塞栓術"の開発

阿保　大介 放射線部 650,000 文科省

MRIを用いた頭頸部腫瘍の治療感受性
マップおよび高精度予後予測診断法の開

発
藤間　憲幸 放射線診断科 1,950,000 文科省

320列MDCTによる包括的冠動脈形態およ
び機能的狭窄度評価法の確立

真鍋　徳子 放射線診断科 1,560,000 文科省

放射線診断科 1,170,000 文科省

O-17水分子・酸素分子MRIによる定量的
脳血流・酸素代謝イメージングの開発

工藤　與亮 放射線部 5,460,000 文科省

日本学術振
興会

日本学術振
興会

平田健司

低酸素癌細胞に対する放射線治療〜生物学的に最
適な線量投与法の確立〜

山口秀

PETによる心血管疾患の活動性の画像化
と治療戦略への応用

玉木　長良 核医学分野

50,291,000

日本学術振
興会

日本学術
振興会

文部科学省白土博樹

玉木長良 核医学分野

新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学
療法の治療前効果予測法の確立

「早期子宮頸がんに対する機能温存低侵
襲手術の確立に関する研究

2,080,000
日本学術振

興会

厚生労働省

19,655,000

650,000

分子イメージングを用いた原発性肺癌に対する高精
度放射線治療の研究

安田耕一

核医学分野
神経膠腫におけるマイクロRNA解析を用い

たメチオニン取り込み機序の探索

核医学分野

炭素-11C標識メチオニンPETによる脳腫
瘍診断

放射線治療科

1,170,000

1,300,000

4,680,000

4,810,000

900,000

医学研究科
放射線医学分野

日本医療研
究開発機構

日本学術振
興会

650,000

6,630,000

待ち伏せ照射の高精度化を目的とした体
内呼吸運動に基づく呼吸位相モニタの開

発
宮本　直樹

井上哲也 放射線治療科

日本学術
振興会

金ﾅﾉｺﾛｲﾄﾞ製剤を用いた難治性癌分子追跡陽子線治
療法の開発

イン・シリコ・サロゲートエンドポイントによる術後陽子線
治療の晩期有害事象の評価 木下留美子 放射線治療科

スポットスキャニング法による頭頸部癌に対する強度
変調陽子線治療計画の開発 土屋和彦

婦人科

放射線治療科

医学研究科
放射線医学分野

医学研究科
放射線治療医学分野

小児科

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

デジタルファントムによる超音波画像診断ト
レーニングシステム構築のための基礎的

検討
作原　祐介

文部科学省

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を融合した次世代高精度
粒子線治療技術の開発 白土博樹

医学研究科
放射線医学分野

日本学術
振興会

国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

1,820,000

日本学術
振興会

日本学術
振興会

清水伸一

患者にやさしい最先端医療技術を核としたヘルス・イノベーションプロ
ジェクト(地域イノベーション戦略支援プログラム「北大リサーチ＆ビジネ

スパーク」）
白土博樹

医学研究科
放射線医学分野

医学研究科
放射線医学分野

橋本孝之

日本学術
振興会

4D-CBCT治療計画のCTの容積マッチング法による4D-IGRTの試み
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34,684,000

歯周・歯内療法科 1,560,000
ナノカーボンコーティングを用いた新規歯

周病治療法
日本学術振

興会

日本学術振
興会

歯周・歯内療法科 650,000
日本学術振

興会

炭酸カルシウム複合化レジンとBMP-2含浸アテ
ロコラーゲンを用いた骨増生法の開発

中塚　愛

新規開発自律神経活動モニターシステムを用
いた安全・安心な高齢者歯科治療の確立

下地伸司 歯周・歯内療法科 1,820,000
日本学術振

興会

空間的ドラッグデリバリーシステムによる成長因
子複合移植法の開発

齋藤恵美子 歯周・歯内療法科 1,690,000

歯周・歯内療法科 910,000
日本学術振

興会

FGF徐放性超気孔性β-TCPと培養細胞シート
を用いた歯周組織再生療法の確立

福田　寛恵

日本学術振
興会

歯周病による重度組織破壊を再生する新規骨
ペースト材の開発

加藤昭人 歯周・歯内療法科 400,000
ノーステック

財団

多孔質体を形成するエマルション骨ペーストの
歯周病治療への応用

加藤昭人 歯周・歯内療法科 1,560,000

宮治裕史 歯周・歯内療法科 500,000

日本学術振
興会

菅谷　勉 歯周・歯内療法科

新規開発自律神経活動モニターシステムを用
いた安全・安心な高齢者歯科治療の確立

新型骨補填材の骨再生効果の研究
昭和薬品化

工㈱

S-PRGフィラー含有ルートキャナルシー
ラーのイオン徐放による生体内機能発現

歯周・歯内療法科宮治裕史

宮治裕史

下地伸司 歯周・歯内療法科 1,020,000
日本学術振

興会

TCP複合化レジンとナノHAPコラーゲンの
ハイブリッドによる垂直歯根破折の治療法

歯科保存学教室

歯学研究科バイオアクティブグラスのう蝕抑制能を各
種イオンと中和作用の両面から解明する 歯科保存学教室

1,170,000

池田考績

松本真理子

悪性神経内分泌腫瘍に対する131I-MIBG
内照射療法の開発」（以下「本研究開発課

題

志賀哲
絹谷清剛

核医学分野

兼平　孝新しい唾液ｐH判定キットの開発

歯科保存学教室

歯学研究科

Toll様受容体とｹﾓｶｲﾝに着目した歯槽骨代謝機構の
解明 中村　公也 予防歯科

志賀哲

日本学術　
振興会

予防歯科

自己防御システム誘導型の新規材料の開
発

佐野英彦

谷内田渉 冠橋義歯補綴科

日本学術振
興会

歯学研究科バイオグラスによる脱灰象牙質の再石灰化
を目指す試み 歯科保存学教室

星加修平 390,000

1,790,000

1,430,000

843,000

角田晋一

1,170,000

日本学術　
振興会

日本医療研
究開発機構

核医学分野

3,150,000

日本学術振
興会

日本学術振
興会

日本学術振
興会

北海道大学病院象牙質接着におけるコラーゲン劣化プロセ
スの多面的評価と架橋形成の影響の検討 歯冠修復科

歯学研究科
780,000

日本学術振
興会

[18F]DiFAによる革新的がん診断PET低酸
素イメージングシステム

睡眠時ブラキシズム診断における問診・臨床診査の信
頼性と診断精度向上の検討

咬合違和感症候群と口腔内知覚閾値の関連性ー脳磁図にSPM解析を
応用した定量評価ー

2,000,000

㈱松風

3,640,000

日本学術振
興会

日本学術振
興会

歯科材料の微小接着強さ試験に対する信
頼性データー分析の導入

1,170,000

冠橋義歯補綴科 650,000

冠橋義歯補綴科 1,820,000
日本学術振

興会

日本医療研
究開発機構

佐藤華織

顎顔面筋の抗疲労性に関する研究 有馬太郎
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口腔扁平上皮癌におけるDNp53の予後
マーカーとしての応用

吉川　和人 口腔内科 1,430,000
日本学術振

興会

PTHrP産生口腔腫瘍の微小環境における
間質細胞の変化は何に基づいているの

か？
佐藤　千晴 口腔内科 1,690,000

日本学術振
興会

口腔癌における腫瘍血管内皮細胞の多様
性解明と新規分子標的薬への応用

大賀　則孝 口腔内科 1,040,000
日本学術振

興会

ビスホスホネート関連顎骨壊死に対する高
気圧酸素療法のPETと骨シンチによる評

価
北川　善政 口腔内科 900,000

日本学術振
興会

交感神経活動が咀嚼筋の痛み、分化、機
能および神経線維分布に与える影響

佐藤　淳 口腔内科 1,430,000
日本学術振

興会

口腔内科 4,030,000
日本学術振

興会

唾液中の細胞を標的としたフローサイトメト
リーによる新しい口腔内科診断戦略

北川　善政 口腔内科 1,170,000
日本学術振

興会

歯科治療恐怖症患者における音楽鎮静の
効果ー自律神経活動の面からの検討

日本学術振
興会

咬合および咀嚼機能と全身姿勢の関連性を解明する
ための総合的解析

藤澤　俊明 歯科麻酔学教室

マイクロナノ構造を有する薄膜を用いた新たなインプラ
ント周囲炎治療法の開発 横山敦郎

「脳の透明化」による神経障害性疼痛発症
メカニズムの解明

詫間　滋 歯科麻酔学教室

坂口 究
歯学研究科

長谷　由理

日本学術振
興会口腔機能補綴学教室

ナノ物質を用いたハイブリット型口腔領域用生体材料
の創製と安全性の検討 横山敦郎

歯学研究科
3,770,000

日本学術振
興会口腔機能補綴学教室

平田 恵理
歯学研究科

1,430,000
日本学術振

興会口腔機能補綴学教室

3,640,000

日本学術振
興会

1,430,000

2,340,000

歯科麻酔学教室 1,329,000

日本学術振
興会

山本隆昭 1,040,000
日本学術振

興会

エナメル質を保全できる矯正歯科治療-大気圧低温
プラズマと蛍光物質の応用-

矯正歯科

脳内ATPaseに対する全身麻酔薬の作用
に関する研究

日本学術振
興会口腔機能補綴学教室

機能性ペプチドを固定化したカーボンナノ物質の歯槽
骨再生への応用

日本学術振
興会

日本学術振
興会

780,000

高次口腔医療セン
ター

169,000

日本学術振
興会

1,950,000
日本学術振

興会

矯正歯科 910,000

1,820,000

矯正歯科

矯正歯科 2,860,000
日本学術振

興会

1,430,000

歯学研究科

山方秀一

飯田順一郎

矯正学的持続的機械ストレス環境におけるポドプラニ
ン依存性骨再生機構に関する研究 金井壮律 矯正歯科

糖尿病患者における機械的刺激に対する微小血管
応答性の変化とその原因

矯正歯科

高次口腔医療セン
ター

顎関節治療部門

交感神経活動の変動は日中の低レベル咀
嚼筋活動習癖に影響を及ぼすか

三上　紗季 910,000

三古谷　忠

低酸素遺伝子応答分子イメージングに基
づく新しい口腔癌治療戦略

北川　善政

低侵襲化をめざした口唇口蓋裂治療体系
の開発と多施設比較による有効性の検証

インプラントサポートデンチャーにおける
フィクスチャーの選択基準：FEAによる検討

日本学術振
興会

高次口腔医療セン
ター

齋藤　紘子

幹細胞を用いた顎骨再生に関する基礎的研究 福島久夢
日本学術振

興会

頭蓋顔面形態異常におけるゲノムワイドな遺伝的関連
解析 斉藤文男

日本学術振
興会

1,430,000

新素材を矯正歯科臨床に応用するための研究－アク
チュエーター（人工筋肉）の応用－
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ビスフォスフォネート製剤の骨芽細胞・骨
細胞への直接作用－BRONJと糖尿病の関

連
坪井　香奈子 口腔内科 1,430,000

日本学術振
興会

BRONJに対する多血小板フィブリンによる
新たな治療戦略の確立

浅香　卓哉 口腔内科 1,430,000
日本学術振

興会

光学医療診療部 1,430,000

日本学術振
興会

日本学術振
興会

日本学術振
興会

1,400,000 厚生労働省

桂田　武彦

松野　吉宏 病理診断科 1,000,000

日本学術振
興会

日本医療研究
開発機構研究
費

2,080,000

口腔外科 1,950,000

歯学研究科

配合変化による輸液ルート閉塞の実態調
査と検証に関する研究

（科研費奨励研究・課題番号15H00549）

抗精神病薬クロザピンの副作用発現助長
因子の解明を目的とした研究

（科研費奨励研究・課題番号：15H00540）

幹細胞のニッチに注目した顎骨再建法の
開発

鄭　漢忠

沖　洋充 薬剤部 400,000
日本学術振興
会

石川修平

妊娠期を通した新規抗てんかん薬の胎盤
輸送に関する研究（科研費奨励研究・課

題番号：15H00489）

マグネシウム投与によるシスプラチン起因性腎
障害の予防効果およびその機序の解明（科研

費奨励研究・課題番号：15H00484）
齊藤佳敬 薬剤部 600,000

日本学術振興
会

古堅彩子 薬剤部 600,000
日本学術振興
会

口腔内扁平上皮癌に対するMR顕微鏡の
開発

箕輪 和行 1,278,313
日本学術　　　

振興会

日本学術振興
会

口腔外科 1,220,000
日本学術振

興会

口腔がん幹細胞ニッチを標的とした新しい
治療方法の開発

大廣　洋一 口腔外科 1,300,000
日本学術振

興会

抗菌薬3剤併用による難治性潰瘍性大腸炎の治療

がん特異的蛍光プローブの散布による新規の頭頸部
がん検出法の開発

日本学術振
興会

国立研究開
発法人　国立
がん研究セン

光学医療診療部 7,974,000

小野　尚子 光学医療診療部 1,170,000 文部科学省

卵膜由来間葉系幹細胞を用いた炎症性腸疾患に対
する新規治療法の開発

文部科学省

適切な高齢者の口腔管理を目指して！！～歯科医師
として貢献できること～ 阿部　貴恵 高齢者歯科

多施設共同研究の質的向上に必要な病
理診断

先端的がん医療実施のための地域完結型
病理診断および臨床・病理連携ネットワー

クの構築
畑中　豊

コンパニオン診断寄
附研究部門

桂田　武彦

マイクロ加速度センサーを用いた咬合力３
次元可視化への挑戦ー外科矯正の観点

からー
松下　和裕 口腔外科 910,000

1170000

口腔がんにおけるがん幹細胞ニッチの同
定と治療への応用

松沢　祐介 口腔外科 1330000

日本学術振
興会

日本学術振
興会

導電性ナノマテリアルを応用した生体再建
材料の開発

松岡　真琴 口腔外科 910,000
日本学術振

興会

腫瘍血管由来miRNAの同定とがん診断・
治療への応用

佐藤　和代 口腔外科

HuRをターゲットとした分子標的薬の開発
～がんの制御を目指して～

格口　渉 口腔外科 1,430,000

口腔がん血管由来因子の診断法への応
用

小野　貢伸 口腔外科

癌骨転移環境下での癌細胞と骨細胞間
ネットワーク機構の解明

脳神経外科 34,000,000

薬剤部 500,000

2,210,000

山田　珠希

厚生労働省
革新的医薬品・医療機器・再生医療等製

品実用化促進事業
寳金清博

(歯科放射線)
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もやもや病(ウイリス動脈輪閉塞症)の診断･
治療に関する研究

寳金清博 脳神経外科 9,722,000 厚生労働省

経脳室および経動脈冷却灌流による新規
局所低脳温療法の臨床応用

鐙谷武雄 脳神経外科 3,300,000
日本医療研究

開発機構

もやもや病診療の質を高めるためのエビデ
ンス構築を目指した包括的研究

寳金清博 脳神経外科 10,000,000
日本医療研究

開発機構

新たな培養・移植・イメージング技術を駆
使した自己骨髄間質細胞移植による脳梗

塞再生治療
寳金清博 脳神経外科 39,000,000

日本医療研究
開発機構

もやもや病患者由来iPS細胞を用いた血管
平滑筋細胞の分化誘導と機能解析

寳金清博 脳神経外科 1,430,000
日本学術振

興会

iPS細胞を用いた、もやもや病における脳
出血発症メカニズムの解析

数又研 脳神経外科 1,300,000
日本学術振

興会

骨髄間質細胞移植による癒着性くも膜炎
及び難治性神経障害性疼痛に対する治

療法の確立
関俊隆 脳神経外科 910,000

日本学術振
興会

1,560,000
日本学術振

興会

ラット脊髄損傷モデルにおける脊髄刺激療
法の有効性評価

笹森徹 脳神経外科 1,690,000
日本学術振

興会

悪性神経膠腫に対するALA-PET誘導式
音響力学療法の開発

小林浩之

易破裂大型脳動脈瘤の新規動物モデルと
ヒト臨床標本による破裂防止薬剤治療法

の開拓
中山若樹 脳神経外科

重症くも膜下出血の予後は炎症反応制御
で改善するか？

穂刈正昭 脳神経外科 1,950,000
日本学術振

興会

脳神経外科 1,690,000
日本学術振

興会

表現促進現象を有する家族性もやもや病
のCNV解析

吉本哲之 脳神経外科 2,730,000
日本学術振

興会

先端融合領域イノベーション創出拠点形
成プログラム「未来創薬・医療イノベーショ

ン拠点形成
石田 晋 眼科

先端融合領域イノベーション創出拠点形
成プログラム「未来創薬・医療イノベーショ

ン拠点形成
玉木　長良 核医学分野

（補正予算）臨床研究品質確保体制整備
事業(繰越分)

佐藤 典宏
臨床研究開発セン

ター
58,680,000 北海道

先端融合領域イノベーション創出拠点形
成プログラム「未来創薬・医療イノベーショ

ン拠点形成
佐藤 典宏

臨床研究開発セン
ター

2,550,000 文部科学省

先端融合領域イノベーション創出拠点形
成プログラム「未来創薬・医療イノベーショ

ン拠点形成
寳金清博 脳神経外科 1,870,000 文部科学省

先端融合領域イノベーション創出拠点形
成プログラム「未来創薬・医療イノベーショ

ン拠点形成
坂本直哉 消化器内科 1,700,000 文部科学省

橋渡し研究_オール北海道先進医学・医療
拠点形成

寳金清博 脳神経外科 629,289,026
日本医療研
究開発機構

臨床研究品質確保体制整備事業 佐藤 典宏
臨床研究開発セン

ター
131,948,552

日本医療研
究開発機構

ナチュラルキラーT　細胞活性化による慢
性炎症制御に基づく新たな心筋症治療の

実用化
筒井 裕之 循環器内科 121,000,000

日本医療研
究開発機構

6,650,000 文部科学省

182,123,305 文部科学省
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発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

Dong P, Ihira K, Hamada J, Watari H, Yamada T,
Hosaka M, Hanley SJ, Kudo M, Sakuragi N.

婦人科
Reactivating p53 functions by suppressing its novel inhibitor iASPP: a potential

therapeutic opportunity in p53 wild-type tumors.
Oncotarget. 2015 Aug

21;6(24):19968-75. Review.

Nio-Kobayashi J, Kudo M, Sakuragi N, Kimura S,
Iwanaga T, Duncan WC.

婦人科
Regulated C-C motif ligand 2 (CCL2) in luteal cells contributes to macrophage

infiltration into the human corpus luteum during luteolysis.
Mol Hum Reprod. 2015

Aug;21(8):645-54.

Mitamura T, Watari H, Yamashiro K, Kato T,
Hosaka M, Shimada C, Fukumoto S, Noshiro K,

Sasaki T, Sakuragi N.
婦人科

Human papillomavirus type 16 sequence variation in concurrent vulvar and
penile carcinoma in a married couple.

Sex Transm Dis. 2015
Jun;42(6):342-3.

Todo Y, Kato H, Okamoto K, Minobe S,
Yamashiro K, Sakuragi N.

婦人科
Isolated tumor cells and micrometastases in regional lymph nodes in stage I to II

endometrial cancer.
J Gynecol Oncol. 2016

Jan;27(1):e1.

Hassan MK, Watari H, Mitamura T, Mohamed Z,
El-Khamisy SF, Ohba Y, Sakuragi N.

婦人科 P18/Stathmin1 is regulated by miR-31 in ovarian cancer in response to taxane.
Oncoscience. 2015 Mar

23;2(3):294-308.

Sakuragi N. 婦人科
Nerve-sparing radical hysterectomy: time for a new standard of care for cervical

cancer?
J Gynecol Oncol. 2015

Apr;26(2):81-2.

Nio-Kobayashi J, Trendell J, Giakoumelou S,
Boswell L, Nicol L, Kudo M, Sakuragi N, Iwanaga

T, Duncan WC.
婦人科

Bone morphogenetic proteins are mediators of luteolysis in the human corpus
luteum.

Endocrinology. 2015
Apr;156(4):1494-503.

Satoh T, Aoki Y, Kasamatsu T, Ochiai K, Takano M,
Watanabe Y, Kikkawa F, Takeshima N, Hatae M,

Yokota H, Saito T, Yaegashi N, Kobayashi H, Baba T,
Kodama S, Saito T, Sakuragi N, Sumi T, Kamura T,

Yoshikawa H.

婦人科
Administration of standard-dose BEP regimen (bleomycin+etoposide+cisplatin) is

essential for treatment of ovarian yolk sac tumour.
Eur J Cancer. 2015
Feb;51(3):340-51.

Sudo S, Hattori N, Manabe O, Kato F, Mimura R,
Magota K, Sugimori H, Hirata K, Sakuragi N,

Tamaki N.
婦人科

FDG PET/CT diagnostic criteria may need adjustment based on MRI to estimate
the presurgical risk of extrapelvic infiltration in patients with uterine endometrial

cancer.

Eur J Nucl Med Mol Imaging.
2015 Apr;42(5):676-84.
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Yokoyama Y, Ito K, Takamatsu K, Takehara K,
Nakanishi T, Harano K, Watari H, Susumu N,

Aoki D, Saito T
婦人科

How do Japanese gynecologists view hormone replacement therapy for
survivors of endometrial cancer? Japanese Gynecologic Oncology Group

(JGOG) survey.

Int J Clin Oncol. 2015
Oct;20(5):997-1004.

Watari H, Shigyo M, Tanabe N, Tohda M, Cho
KH, Kyung PS, Jung WS, Shimada Y, Shibahara

N, Kuboyama T, Tohda C.
婦人科

Comparing the effects of kamikihito in Japan and kami-guibi-tang in Korea on
memory enhancement: working towards the development of a global study.

Phytother Res. 2015
Mar;29(3):351-6.

Hanley SJ, Pollock KG, Cuschieri K. 婦人科
Peripheral Sympathetic Nerve Dysfunction in Adolescent Japanese Girls

Following Immunization with the Human Papillomavirus Vaccine.
Intern Med. 2015;54(15):1953.

Hanley SJ, Yoshioka E, Ito Y, Kishi R. 婦人科 HPV vaccination crisis in Japan.
Lancet. 2015 Jul
18;386(9990):248.

Tadano S, Takeda R, Sasaki K, Fujisawa T,
Tohyama H

リハビリテーション科 Gait characterization for osteoarthritis patients using wearable gait sensors.  J Biomech 49:684-90, 2016.

Koshino Y, Ishida T, Yamanaka M, Ezawa Y,
Okunuki T, Kobayashi T, Samukawa M, Saito H,

Tohyama H
リハビリテーション科

Kinematics and muscle activities of the lower limb during a side-cutting task in
subjects with chronic ankle instability.

Knee Surg Sports Traumatol
Arthrosc,2015

Ishigaki T, Ishida T, Samukawa M, Saito H,
Hirokawa M, Ezawa Y, Sugawara M, Tohyama H,

Yamanaka M
リハビリテーション科

Comparing trapezius muscle activity in the different planes of shoulder
elevation.

J Phys Ther Sci 5:1495-7,
2015.

Ishigaki T, Ishida T, Samukawa M, Saito H,
Ezawa Y, Hirokawa M, Kato T, Sugawara M,

Tohyama H, Yamanaka M
リハビリテーション科

Does restriction of glenohumeral horizontal adduction reflect posterior capsule
thickening of the throwing shoulder?

J Phys Ther Sci 27:1299-302,
2015.

Ino T, Ohkoshi Y, Maeda T, Kawakami K, Suzuki
S, Tohyama H

リハビリテーション科
Side-to-side differences of three-dimensional knee kinematics during walking by

normal subjects.
J Phys Ther Sci 27:1803-7,

2015.

 Matsuda S, Yamaguchi T, Mikami S, Okada K,
Gotouda A

冠橋義歯補綴科
Rhythm and amplitude of Rhythmic Masticatory Muscle Activity during sleep in

bruxers -Comparison with gum chewing-
CRANIO

Tamaki K, Ishigaki S, Ogawa T, Oguchi H, Kato T, Suganuma
T, Shimada A, Sadamori S, Tsukiyama Y, Nishikawa Y,

Masumi S, Yamaguchi T, Aita H, Ono T, Kondo H, Tsukasaki
H, Fueki K, Fujisawa M, Matsuka Y, Baba K, Koyano K

冠橋義歯補綴科 Japan Prosthodontic Society position paper on “occlusal discomfort syndrome” J Prosthodont Res
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

Dreyer P, Yachida W, Huynh N, Lavigne GJ,
Haugland M, Svensson P, Castrillon EE

冠橋義歯補綴科
How close can single-channel EMG data come to PSG scoring of Rhythmic

Masticatory Muscle Activity?
JDSM

Uekita H, Takahashi S, Domon T, Yamaguchi T 冠橋義歯補綴科
Changes in collagens and chondrocytes in the temporomandibular joint cartilage

in growing rats fed a liquid diet
Ann Anat

Yachida W, Arima T, Castrillon E, Baad-Hansen
L, Ohata N, Svensson P

冠橋義歯補綴科
Diagnostic validity of self-reported measures of sleep bruxism using an

ambulatory single-channel EMG device
J Prosthodont Res

Takeuchi T, Arima T, Ernberg M, Yamaguchi T,
Ohata N, Svensson P

冠橋義歯補綴科
Symptoms and physiological responses to prolonged, repeated, low-level tooth-

clenching in humans
Headache

Saito M, Yamaguchi T, Mikami S, Watanabe K, Gotouda A,
Okada K, Hishikawa R, Shibuya E, Shibuya Y, Lavigne G 冠橋義歯補綴科

Weak Association between Sleep Bruxism and Obstructive Sleep Apnea. A Sleep
Laboratory Study

Sleep breath

Ukita M, Yamaguchi T, Ohata N, Tamura M 冠橋義歯補綴科 Sclerostin enhances adipocyte differentiation in 3T3-L1 cells J Cel Biochem

Ishiguro N, Koseki N, Kaiho M, Kikuta H, Togashi T, Oba K,
Morita K, Nagano N, Nakanishi M, Hazama K, Watanabe T,
Sasaki S, Horino A, Kenri T, Ariga T; Hokkaido Pediatric

Respiratory Infection Study Group

Hokkaido Univ.
School of Medicine,
Dept. of pediatrics

Hokkaido Pediatric Respiratory Infection Study Group. (2016) “Regional
Differences in Rates of Macrolide-Resistant Mycoplasma pneumoniae in

Hokkaido, Japan
Jpn J Infect Dis. 69(3):186-90

Ishiguro N, Oyamada R, Nasuhara Y, Yamada T, Miyamoto T,
Imai S, Akizawa K, Fukumoto T, Iwasaki S, Iijima H, Ono K

Hokkaido Univ.
Hostital

Three-day regimen of oseltamivir for postexposure prophylaxis of influenza in
wards.

J Hosp Infect
doi:10.1016/j.jhin.2016.05.012

Kase S, Namba K, Iwata D, Mizuuchi K, Kitaichi
N, Tagawa Y, Okada-Kanno H,

Matsuno Y, Ishida S.
眼科 Diagnostic efficacy of cell block method for vitreoretinal lymphoma. Diagn Pathol.

Horie Y, Meguro A, Ohta T, Lee EB, Namba K, Mizuuchi K,
Iwata D, Mizuki N, Ota

M, Inoko H, Ishida S, Ohno S, Kitaichi N.
眼科

HLA-B51 Carriers are Susceptible to Ocular Symptoms of Behçet Disease and
the Association between the Two Becomes Stronger Towards the East Along

the Silk Road: A Literature Survey.
Ocul Immunol Inflamm.

Hashimoto Y, Saito W, Saito M, Hasegawa Y,
Mori S, Noda K, Ishida S.

眼科
Relationship between choroidal thickness and visual impairment in multiple

evanescent white dot syndrome.
Acta Ophthalmol.

Kinoshita S, Noda K, Saito W, Kanda A, Ishida S. 眼科
Vitreous levels of vascular endothelial growth factor-B in proliferative diabetic

retinopathy.
Acta Ophthalmol.

Hirooka K, Saito W, Namba K, Mizuuchi K, Iwata
D, Hashimoto Y, Ishida S. 眼科

Significant role of the choroidal outer layer during recovery from choroidal
thickening in Vogt-Koyanagi-Harada disease patients treated with systemic

corticosteroids.
BMC Ophthalmol.
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34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

Kanda A, Noda K, Saito W, Ishida S. 眼科
Aflibercept Traps Galectin-1, an Angiogenic Factor Associated with Diabetic

Retinopathy.
Sci Rep.

Kase S, Yokoi M, Ishida S, Kase M. 眼科 Measurement of interleukins in vitreous infusion fluid. Biomed Rep.

Saito M, Saito W, Hirooka K, Hashimoto Y, Mori
S, Noda K, Ishida S.

眼科
Pulse Waveform Changes in Macular Choroidal Hemodynamics With Regression

of Acute Central Serous Chorioretinopathy.
Invest Ophthalmol Vis Sci.

Tagawa Y, Namba K, Ogasawara R, Kanno H,
Ishida S.

眼科
A Case of Mature Natural Killer-Cell Neoplasm Manifesting Multiple Choroidal

Lesions: Primary Intraocular Natural Killer-Cell Lymphoma.
Case Rep Ophthalmol.

Hashimoto Y, Saito W, Saito M, Hirooka K, Mori
S, Noda K, Ishida S.

眼科
Decreased choroidal blood flow velocity in the pathogenesis of multiple

evanescent white dot syndrome.
Graefes Arch Clin Exp

Ophthalmol.

Inafuku S, Noda K, Amano M, Ohashi T, Yoshizawa C, Saito
W, Murata M, Kanda

A, Nishimura S, Ishida S.
眼科 Alteration of N-Glycan Profiles in Diabetic Retinopathy. Invest Ophthalmol Vis Sci.

Hashimoto Y, Saito W, Saito M, Hirooka K, Mori
S, Noda K, Ishida S.

眼科
Increased choroidal blood flow velocity with regression of unilateral acute

idiopathic maculopathy.
Jpn J Ophthalmol.

Kanda A, Noda K, Ishida S. 眼科
ATP6AP2/(pro)renin receptor contributes to glucose metabolism via stabilizing

the pyruvate dehydrogenase E1 β subunit.
J Biol Chem.

Hirooka K, Saito W, Namba K, Takemoto Y,
Mizuuchi K, Uno T, Tagawa Y, Hashimoto Y,

Ishida S.
眼科

Relationship between choroidal blood flow velocity and choroidal thickness
during systemic corticosteroid therapy for Vogt-Koyanagi-Harada disease.

Graefes Arch Clin Exp
Ophthalmol.

Fujiya A, Noda K, Yoshida S, Saito W, Ishida S. 眼科
Increased vascular endothelial growth factor level in the subretinal fluid of eye

with vasoproliferative retinal tumors.
Retin Cases Brief Rep.

Wada T 救急科
Pharmacokinetics and the optimal regimen for levofloxacin in critically ill

patients receiving continuous hemodiafiltration.
J Intensive Care. 2015

May;3(1):22

Ono Y 救急科
Effects of prehospital epinephrine administration on neurological outcomes in

patients with out-of-hospital cardiac arrest.
J Intensive Care. 2015

Jun;3(1):29

Gando S 先進急性期医療センター
Activated protein C does not increase in the early phase of trauma with

disseminated intravascular coagulation: comparison with acute coagulopathy of
trauma-shock.

J Intensive Care. 2016 Jan
4;4:1

Gando S 先進急性期医療センター Journal of Intensive Care reviewer acknowledgement 2015.
J Intensive Care. 2016 Feb

2;4:11
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48
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51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

Hayakawa M 先進急性期医療センター
Rapid evaluation of fibrinogen levels using the CG02N whole blood coagulation

analyzer.
Semin Thromb Hemost. 2015

Apr;41(3):267-71

Gando S 先進急性期医療センター
Pathophysiology of Trauma-Induced Coagulopathy and Management of Critical

Bleeding Requiring Massive Transfusion.
Semin Thromb Hemost. 2016

Mar;42(2):155-65

Ono Y 救急科
Should laryngeal tubes or masks be used for out-of-hospital cardiac arrest

patients?
Am J Emerg Med. 2015

Oct;33(10):1360-3

Hayakawa, T, Yoshimura, Y., Kikuiri, T., Matsuno, M.,
Hasegawa, T., Fukushima, K., Shibata, K., Deyama, Y., Suzuki,

K., Iida, J.
矯正歯科 Optimal compressive force accelerates osteoclastogenesis in RAW264.7 cells.

Mol. Med. Rep.( Molecular
Medicine Reports),

12(4):5879-5885, July 29th
2015.

Ohtsuka, M, Kaneko, T, Iida, J 矯正歯科
Effectiveness of training methods to improve orbicularis oris muscle endurance

in patients with incompetent lips.

Orthodontic Waves, 74(4): 99-
104, December 2015.

Mutoh, M., Abe, S., Hyono, A.,  Matsuura, H., Nakanishi, K.,
Kawai, K., Nakamura, M., Inoue, S., Yoshida, Y., Iida, J.,
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Japan.

Circ J.

Yamaguchi S, Hirata K, Kaneko S, Kobayashi H, Shiga T,
Kobayashi K, Onimaru R, Shirato H, Tamaki N, Terasaka S,

Houkin K
Nuclear Medicine

Combined use of 18 F-FDG PET and corticosteroid for diagnosis of deep-
seated primary central nervous system lymphoma without histopathological

confirmation.
Acta Neurochir (Wien).

Sudo S, Hattori N, Manabe O, Kato F, Mimura R, Magota K,
Sugimori H, Hirata K, Sakuragi N, Tamaki N Nuclear Medicine

FDG PET/CT diagnostic criteria may need adjustment based on MRI to estimate
the presurgical risk of extrapelvic infiltration in patients with uterine endometrial

cancer.
Eur J Nucl Med Mol Imaging.

Tomiyama Y, Manabe O, Oyama-Manabe N, Naya M,
Sugimori H, Hirata K, Mori Y, Tsutsui H, Kudo K, Tamaki N,

Katoh C
Nuclear Medicine

Quantification of myocardial blood flow with dynamic perfusion 3.0 Tesla MRI:
Validation with (15) O-water PET.

J Magn Reson Imaging.

Gaertner FC, Okamoto S, Shiga T, Ito YM, Uchiyama Y,
Manabe O, Hattori N, Tamaki N Nuclear Medicine

 FDG PET performed at thyroid remnant ablation has a higher predictive value
for long-term survival of high-risk patients with well-differentiated thyroid

cancer than radioiodine uptake
Clin Nucl Med.

Kobayashi K, Hattori N, Manabe O, Hirata K, Magota K,
Shimamura T, Tamaki N Nuclear Medicine

Postoperative assessment of hepatic asialoglycoprotein receptor function with
Tc-99m GSA: the safety margin of resection size in living donor liver

transplantation.
Ann Transplant.

Manabe O, Hattori N, Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K,
Terasaka S, Kobayashi H, Motegi H, Shiga T, Magota K,

Oyama-Manabe N, Nishijima K, Kuge Y, Tamaki N
Nuclear Medicine

Oligodendroglial component complicates the prediction of tumour grading with
metabolic imaging.

Eur J Nucl Med Mol Imaging.

Tomiyama Y, Yoshinaga K, Fujii S, Ochi N, Inoue M, Nishida
M, Aziki K, Horie T, Katoh C, Tamaki N Nuclear Medicine

Accurate quantitative measurements of brachial artery cross-sectional vascular
area and vascular volume elastic modulus using automated oscillometric

measurements: comparison with brachial artery ultrasound.
Hypertens Res.

Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Manabe O, Terasaka S,
Kobayashi H, Shiga T, Hattori N, Tanaka S, Kuge Y, Tamaki

N
Nuclear Medicine

Prognostic value of volume-based measurements on 11C-methionine PET in
glioma patients.

Eur J Nucl Med Mol Imaging

Saito Y, Watanabe M, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki N,
Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, Yoshimura M,
Sato A, Takayama T, Sakakibara M, Suzuki S, Ishigami K,

Onoue K

Nuclear Medicine
CINC-J study investigators. Proteinuria and Reduced Estimated Glomerular

Filtration Rate Are Independent Risk Factors for Contrast-Induced Nephropathy
After Cardiac Catheterization.

Circ J.

Zhao S, Li H, Nishijima K, Zhao Y, Akizawa H, Shimizu Y,
Ohkura K, Tamaki N, Kuge Y Nuclear Medicine

Relationship between biodistribution of a novel thymidine phosphorylase (TP)
imaging probe and TP expression levels in normal mice.

Ann Nucl Med.

Hirata K, Hattori N, Takeuchi W, Shiga T, Morimoto Y,
Umegaki K, Kobayashi K, Manabe O, Okamoto S, Tamaki N Nuclear Medicine

Metabolic Activity of Red Nucleus and Its Correlation with Cerebral Cortex and
Cerebellum: A Study Using a High-Resolution Semiconductor PET System.

J Nucl Med.

Nishimura M, Hashimoto T, Tamaki N, Kobayashi
H, Ono T

Nuclear Medicine
Focal impairment in myocardial fatty acid imaging in the left anterior descending
artery area, a strong predictor for cardiac death in hemodialysis patients without

obstructive coronary artery disease.
Eur J Nucl Med Mol Imaging.
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Hanzawa H, Sakamoto T, Kaneko A, Manri N,
Zhao Y, Zhao S, Tamaki N, Kuge Y

Nuclear Medicine
Combined plasma and tissue proteomic study of atherogenic model mouse:
approach to eucidate mlecular dterminants in aherosclerosis dvelopment.

J Proteome Res.

Endo S, Kudo N, Yamaguchi S, Sumiyoshi K,
Motegi H, Kobayashi H, Terasaka S, Houkin K

Nuclear Medicine
Porphyrin Derivatives Mediated Sonodynamic Therapy on Malignant Gliomas in

Vitro.
Ultrasound Med Biol.

Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Tanaka Y, Nishijima K,
Zhao S, Higashino K, Sakamoto S, Numata Y, Yamaguchi Y,

Tamaki N, Kuge Y
Nuclear Medicine

 The accumulation mechanism of the hypoxia imaging probe "FMISO" by imaging
mass spectrometry: possible involvement of low-molecular metabolites.

Sci Rep.

Sugimoto M, Shimizu Y, Yoshioka T, Wakabayashi M, Tanaka
Y, Higashino H, Numata Y, Sakai S, Kihara A, Igarashi Y,

Kuge Y
Nuclear Medicine

Histological analyses by matrix-assisted laser desorption/ionization-imaging mass spectrometry
reveal differential localization of sphingomyelin molecular species regulated by particular ceramide

synthase in mouse brains.
Biochim Biophys Acta

Kawashima H, Kimura H, Nakaya Y, Tomatsu K, Arimitsu K,
Nakanishi H, Ozeki E, Kuge Y, Saji H Nuclear Medicine

Application of Microreactor to the Preparation of C-11-Labeled Compounds via O-
[(11)C]Methylation with [(11)C]CH3I: Rapid Synthesis of [(11)C]Raclopride. Chem Pharm Bull (Tokyo).

Yamaguchi A, Hanaoka H, Fujisawa Y, Zhao S, Suzue K,
Morita A, Tominaga H, Higuchi T, Hisaeda H, Tsushima Y,

Kuge Y, Iida Y
Nuclear Medicine

Differentiation of malignant tumours from granulomas by using dynamic [18F]-
fluoro-L-α-methyltyrosine positron emission tomography.

EJNMMI Res.

Ouchi M, Hasebe A, Hata H, Segawa T,
Yamazaki Y, Yoshida Y, Kitagawa Y, Shibata KI

高齢者歯科学講座
Kitagawa Y, Shibata KI: Age-related alteration of expression and function of

TLRs and NK activity in oral candidiasis.
Oral Dis

Sugeta S, Hirai Y, Maezawa H, Inoue N,
Yamazaki Y, Funahashi M

高齢者歯科学講座
Presynaptically mediated effects of cholecystokinin-8 on the excitability of area

postrema neurons in rat brain slices.
 Brain Res

Ohga N, Yamazaki Y, Sato J, Hata H, Murata T,
Sakata K, Inoue T,  Kitagawa Y

高齢者歯科学講座
Dose escalation effectiveness and tolerability of paroxetine in patients with

burning mouth syndrome and depressive conditions.

Journal of Oral and
Maxillofacial Surgery,

Medicine, and Pathology.
Matsukawa T, Hashimoto D, Sugita J, Nakazawa

S, Matsushita T, Kashiwazaki H, Goto H,
Onozawa M, Kahata K, Fujimoto K, Endo T,

Kondo T, Hashino S, Yamazaki Y, Teshima T

高齢者歯科学講座
Reduced-dose methotrexate in combination with tacrolimus was associated with

rapid engraftment and recovery from oral mucositis without affecting the
incidence of GVHD.

International Journal of
Hematology

Ohga N, Yamazaki Y, Tsuboi K, Kkitagawa Y 高齢者歯科学講座
Healing of osteonecrosis of the jaw (ONJ) after discontinuation of denosumab in

a patient with bone metastases of colorectal cancer: A case report and
hypothesis.

QUINTESSENCE INT

Zaitsu M，Yamashita K，Shibasaki S，Tsunetoshi Y，Fukai
M，Ogura M，Yoshida T，Igarashi R，Kobayashi N，Umezawa

K，Todo S.
消化器外科Ⅰ

3-[(dodecylthiocarbonyl)methyl]-glutarimide attenuates graft arterial disease by
suppressing alloimmune responses and vascular smooth muscle cell proliferation.

Transplantation

Shimada S，Fukai M，Wakayama K，Ishikawa T，Kobayashi
N，Kimura T，Yamashita K，Kamiyama T，Shimamura T，

Taketomi A，Todo S.
消化器外科Ⅰ

Hydrogen sulfide augments survival signals in warm ischemia and reperfusion of
the mouse liver.

Surg Today
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を
行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大
学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆
頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る）。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

Matsuzawa F，Omoto K，Einama T，Abe H，Suzuki T，
Hamaguchi J，Kaga T，Sato M，Oomura M，Takata Y，
Fujibe A，Takeda C，Tamura E，Taketomi A，Kyuno K.

消化器外科Ⅰ
Accurate evaluation of axillary sentinel lymph node metastasis using contrast-
enhanced ultrasonography with Sonazoid in breast cancer: a preliminary clinical

trial.
Springerplus

Kamiyama T，Yokoo H，Kakisaka T，Orimo T，Wakayama K，
Kamachi H，Tsuruga Y，Yamashita K，Shimamura T，Todo

S，Taketomi A.
消化器外科Ⅰ

Multiplication of alpha-fetoprotein　and protein induced by vitamin K absence-II
is a powerful predictor of prognosis and recurrence in hepatocellular carcinoma

patients after a hepatectomy.
Hepatol Res.

Yoshida T，Yamashita K，Watanabe M，Koshizuka Y，Kuraya
D，Ogura M，Asahi Y，Ono H，Emoto S，Mizukami T，
Kobayashi N，Shibasaki S，Tomaru U，Kamachi H，

Matsushita M，Shiozawa S，Hirono S，Todo S.

消化器外科Ⅰ
The Impact of c-Fos/Activator Protein-1 Inhibition on Allogeneic Pancreatic

Islet Transplantation.
Am J Transplant.

Our technique of preceding diaphragm resection and partial mobilization of the
hepatic right lobe using a vessel sealing device (LigaSure™) for huge hepatic

tumors with diaphragm invasion.
Surg Today.

Fujiyoshi M，Kuno A，Gotoh M，Fukai M，Yokoo H，Kamachi
H，Kamiyama T，Korenaga M，Mizokami M，Narimatsu H，

Taketomi A.
消化器外科Ⅰ

Clinicopathological characteristics and diagnostic performance of Wisteria
floribunda agglutinin positive Mac-2-binding protein as a preoperative serum

marker of liver fibrosis in hepatocellular carcinoma.
J Gastroenterol.

Kawamura H，Shibasaki S，Yoshida T，Homma
S，Takahashi M，Taketomi A.

消化器外科Ⅰ
Strategy of Laparoscopic Partial Resection for Gastric Gastrointestinal Stromal

Tumors According to the Growth Pattern.
Surg Laparosc Endosc

Percutan Tech.

Homma S, Kawamata F, Shibasaki S, Kawamura
H, Takahashi N, Taketomi A.

消化器外科Ⅰ
Does　reduced-port laparoscopic surgery for medically uncontrolled ulcerative

colitis　do more harm than good?
Asian J Endosc Surg.

Ishikawa T，Homma S，Shibasaki S，Yoshida T，Minagawa
N，Kawamura H，Takahashi N，Taketomi A. 消化器外科Ⅰ

Dual-port laparoscopic abdominoperineal resection using the intended stoma
site as the multichannel port.

Surg Today.

Wakayama K, Kamiyama T, Yokoo H, Kakisaka T, Orimo T,
Shimada S, Tsuruga Y,Kamachi H, Taketomi A.

Kamachi H, Taketomi A.
消化器外科Ⅰ
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　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 ○有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 ○有・無 

・ 手順書の主な内容 

 北海道大学病院で実施される臨床研究が「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に適

合して運用されるために「北海道大学病院における臨床研究の取扱いに関する指針」を整備し

，臨床研究の分類と担当する委員会，審査に関する手順を定めている。手順書では総則，総長

の責務等，病院長の責務等，自主臨床研究審査委員会の責務等，自主臨床研究責任者の責務等，

自主臨床研究事務局，個人情報等，研究に係る試料及び情報等の保管の8章72条の手順を規定して

いる。 

 研究責任者は，該当する審査委員会に審査を受けるための申請を行うこととし，研究者がい

ずれの審査を受けるべきか判断に苦慮する場合は，本院自主臨床研究委員会事務局へ問い合わ

せることとなっている。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 12 回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

○有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 ○有・無 

・規定の主な内容 

「北海道大学病院における臨床研究に係る利益相反マネジメント内規」及び「北海道大学病院

における臨床研究に係る利益相反ポリシー」を整備し，本院において実施する臨床研究に係る

利益相反の適切な管理，審査及び指導等について必要な事項を定めている。 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１回 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施  

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年3回 

 ・研修の主な内容 

2015 年 6 月 3 日 18:00～19:30「臨床研究に関する研修会」として実施。 
演題：「倫理指針改正と臨床研究の質の確保」 
講師：浜松医科大学医学部臨床薬理学講座・教授 渡邉 裕司 先生 
内容：人を対象とする医学系研究に関する倫理指針について 



 
2015 年 7 月 15 日 18:00～19:30「臨床研究に関する研修会」として実施。 
演題：「臨床研究の倫理と利益相反(COI)－これからの考え方」 
講師：徳島市病院局 病院事業管理者 曽根 三郎 先生 
内容：利益相反（COI）と臨床研究の倫理について 
 
2015 年 9 月 7 日 17:30～19:00「臨床研究に関する研修会」として実施。 
演題：「研究倫理の基本的な考え方：臨床試験の倫理を中心に」 
講師：国立がん研究センター 研究支援センター生命倫理室 室長 田代 志門 先生 
内容：臨床研究の倫理の基礎的な内容，研究相談事例から見る具体的な臨床研究の倫理など 

 

 



     

  
      
      
      
       
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      
      



 

(様式第 4)  

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数      別紙のとおり 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数      別紙のとおり 

 ・研修の参加人数 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数      該当無し 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 
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①　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況 別紙

研　修　名　等 目　的　等

1 平成27年度救急シミュレーション（歯科診療センター第4診療室） 患者急変時の対応訓練 平成28年3月8日
歯科医師約40名

看護士・歯科衛生士約4名

2 「医療安全とチーム医療におけるＪＣＩの有用性」 医療安全の対応について理解を深める 年1回 81名

3 新任リスクマネジャー集合講習会
１．新任ﾘｽｸﾏﾈｼﾞｬｰとして役割発揮に必要な知識の修得
２．北海道大学病院の医療安全管理体制の理解

年2回 延べ19名

4
人工呼吸器安全管理講習会Ⅰ（基礎課程）『人工呼吸器ﾊﾟﾄﾛｰﾙ点検結果』『人
工呼吸器の管理の基本』『呼吸理学療法』『人工呼吸器装着患者の看護』『人
工呼吸器状況別ﾄﾗﾌﾞﾙ対策』『人工呼吸器保守点検』

人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると
ともに現場の人工呼吸器管理に関する指導的人材を育成

年6回 延べ119名

5
「2014年度のｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを振り返って」
「2014年度の感染症とその対策を振り返って」

1．ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄを振り返り、医療安全に関する理解を深める
2．感染制御のための対策を理解する

年3回 延べ1336名

6 「採血・穿刺時の神経損傷予防」
採血・穿刺時の神経損傷の理解を深め、防止に向けた対
応を理解する

年1回 120名

7 医療機器に関する研修「輸液・シリンジポンプ編」
医療機器の操作に関する知識や技術を習熟し、部署内で
効果的な指導ができる

年2回 延べ30名

8 「抗癌剤曝露の現状と対策」 医療安全の対応について理解を深める 年1回 240名

9 「法制化された医療事故調査制度」 医療安全の対応について理解を深める 年3回 延べ770名

10
危険薬の取扱い
１．医薬品に関するｲﾝｼﾃﾞﾝﾄについて
２．危険薬について

医薬品に関する知識を習熟し、効果的な指導が展開でき
る

年2回 延べ35名

11
「現代実践に活かす「臨床倫理」の考え方－倫理的ジレンマを「個人の悩み」
にしないために－」

医療安全の対応について理解を深める 年1回 435名

12 人工呼吸器安全管理講習会Ⅱ（認定過程）
人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると
ともに現場の人工呼吸器管理に関する指導的人材を育成
する

年1回 9名

13 「Ｂ型肝炎活性化対策」 医療安全の対応について理解を深める 年2回 405名

14 人工呼吸器安全管理講習会認定課程試験（筆記・実技）
人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると
ともに現場の人工呼吸器管理に関する指導的人材を育成
する

年1回 9名

15 人工呼吸器安全管理認定者更新者予備講習
人工呼吸器が稼働している部署の管理水準を向上すると
ともに現場の人工呼吸器管理に関する指導的人材を育成
する

年2回 延べ8名

16 「チーム医療と医療安全」 医療安全の対応について理解を深める 年1回 129名

17 人工呼吸器認定者更新試験（筆記・実技） 人工呼吸器認定者の質を保証するを図る 年1回 3名

18 「平成２７年度　歯科インシデントより」 医療安全の対応について理解を深める 年1回 176名

19 「ＰＭＤＡによる医薬品の安全対策の基本的概念と実際」
医薬品に関する知識を深め、各部署で効果的な指導が展
開できる

年1回 87名

20
院内BLS/AED講習会
１．心肺蘇生
２．AEDを用いた蘇生ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

一次救命処置ができる 年3回 延べ43名

21 医科研修医採用時オリエンテーション　「Antibiogramの読み方」 医科研修医に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 35名

22
研修医 院内感染対策研修
「１．感染防御具の脱着方法」
「２．安全装置付器材による採血と静脈留置の実際」

研修医に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 35名

23 研修医セミナー「恐怖の一類感染症：日本上陸時の対応は」 研修医に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 41名

24
医事課所属事務補助員（新規採用者）院内感染対策研修
「感染制御の基本と 北大病院の感染管理」

新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 22名

25 初任職員研修　「院内感染予防」 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 139名

26 新任事務職員研修　「病院事務職員の 感染対策」 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 23名

27 看護助手研修「感染対策の基礎知識」

チーム医療における看護助手の役割を理解し、実践でき
る
感染について基礎知識を学び、感染予防策を実践する
救命救急処置の基本を理解する

年5回 延べ154名

28 新規感染対策マネジャー講習会　「感染対策マネージャーの役割」
北海道大学病院院内感染対策指針と感染対策マネー
ジャーの役割

年2回 20名

29
専門領域別研修会感染管理
「スタンダードプリコーション」
「感染経路別予防策」

職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 23名

30
専門領域別研修会感染管理
「１．血管内留置カテーテル管理」
「２．尿路留置カテーテル管理」

職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 32名

31 専門領域別研修会感染管理「針刺し・切創・粘膜汚染予防対策」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 17名

32
院内感染対策講演会
「2014年度のインシデントを振り返って」
「2014年度の感染症とその対策を振り返って」

1．インシデントを振り返り、医療安全に関する理解を
深める　2．感染制御のための対策を理解する

年3回 延べ1336名

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

主　な　内　容
NO 日　程 参加人数



33
栄養管理部食中毒防止講習会
「１．食中毒防止について」
「２．感染防止の基本は手洗いから」

大量調理管理施設に働く職員の健康管理と食中毒予防対
策を学ぶ

年1回 13名

34
外注調理職員 食中毒防止講習会
「１．食中毒防止について」
「２．感染防止の基本は手洗いから」

大量調理管理施設に働く職員の健康管理と食中毒予防対
策を学ぶ

年1回 89名

35 外注清掃職員 清掃教育研修会「病院清掃について」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 85名

36
院内学級(小･中学校生徒及び教諭)感染対策講習会
「院内感染予防」
「手洗い実習」

職員に対して，必要な基礎知識を付与 年3回 18名

37
物流管理センター学習会
「針刺し・切創と皮膚・粘膜汚染防止について」

職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 35名

38 院内感染対策講演会「多職種連携による医療関連感染対策の成果」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 114名

39 院内感染対策講演会「結核の診断と管理」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 165名

40 院内感染対策講演会「感染性胃腸炎、インフルエンザシーズンに備えて」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 259名

41 院内感染対策講演会「歯科診療センターに おける感染対策の問題点」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 158名

42 院内感染対策講演会「当院における 感染対策の問題点」 職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 129名

43
「知っていれば怖くないHIV感染症～これだけは知っておきたいHIV/AIDSの基礎
知識～」「針刺し事故時に慌てないために」「見落とし注意！HIV感染症」
「HIV感染判明時の対応」

職員に対して，必要な基礎知識を付与 年2回 延べ144名

44 異動後医師研修 研修医に対して，必要な基礎知識を付与 年2回 延べ82名

45
縫合結紮を動物の組織を用いておこなうまた、ドライボックスを用いて内視鏡
下に縫合結紮のトレーニングをおこなう内視鏡外科のシュミレーターを用いて
手術手技の理解する

縫合手技のレベルアップ、内視鏡外科手技の向上 年2回 延べ45名

46
大動物を用いた内視鏡外科手術のトレーニングをおこなう豚に麻酔をかけ人間
と同じ腹腔鏡機器を用いて実際の手術に見立てて手技の確立を目標とする

縫合手技のレベルアップ、内視鏡外科手技の向上 年3回 延べ30名

47 初任職員(医療職)ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 労働安全衛生について理解する 年1回 150名

48
【医事課クラーク】
・労働災害防止対策
・心身の管理

新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年2回 30名

49 【栄養管理部勤務職員】食中毒防止対策
大量調理管理施設に働く職員の健康管理と食中毒予防対
策を学ぶ

年1回 100名

50 【認定感染管理看護師】・労働安全衛生法・職業感染予防の取組み
高度で各専門領域に特化した知識と技術に対する教育を
支援

年1回 15名

51 【清掃員】〔講義・演習〕・病院が求める環境衛生と職員の健康・手洗い実習
事務所と病院の清掃の違いを知り、適切な清掃に関する
知識を身につける

年2回 75名

52
【医学部学生】医療廃棄物の回収・運搬処理・放射線医薬品使用後の環境消毒
の実際・抗癌剤等ミキシング作業に伴う医療廃棄物の取り扱い・職員の暴露防
止策、感染症拡散防止策の実施

医療廃棄物を直して、環境汚染防止対策・防疫の実際を
学ぶ

年1回 4名

53
自分で出来るストレッチの方法・実技・コルセットの選び方・電気刺激治療器
の体験

腰痛予防対策を学ぶ 年1回 26名

54 接遇の基本
北海道大学病院職員として接遇に関する知識を知り、日
常の業務に活用できる

年2回 延べ214名

55 担当指導者としての、接遇・コミュニケーション技術について
研修を継続的に受講し、各診療科、部署に求められる
「接遇・コミュニケーション技術」について指導ができ
る

年2回 20名

56 護身術とはどのようなものか（知識・技術）
自分や他人の生命、身体を守るための知識・技術・方法
を学ぶ

年1回 14名

57 【看護師】看護助手接遇研修（初任職員研修）
病院における接遇に北海道大学病院職員として接遇に関
する知識を知り、日常の業務に活用できる

年1回 15名

58 【看護師】職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年1回 31名

59 【医事課クラーク】新任者接遇研修
病院における接遇に北海道大学病院職員として接遇に関
する知識を知り、日常の業務に活用できる

年2回 30名

60 パワハラ・セクハラの正しい知識について
働きやすい職場環境を目ざし、パワハラ・セクハラにつ
いて正しく理解し、適切に防止・対応できる。

年1回 82名

61 【看護師】職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年1回 31名

62 【事務職員】　発達障害者とは、発達障害者である同僚への接し方、配慮
発達障害について正しく理解し、同僚への偏見をなく
し、業務指示・連携が円滑にできる

年2回 22名

63 北大病院PET薬製造施設　教育プログラム 北大病院PET薬製造施設　職員に対する定期教育 年2回 延べ50名

64 『だれにでも起こる?!「栄養失調」～ちゃんと食べているのになぜ??～』 臨床検査医学，臨床検査技師の役割等の啓発 年1回 128名

65 血液検査室の現在・将来の検査ニーズ 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 47名

66 CML治療の変遷　LGLの免疫賦活作用について 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 45名

67 自動顕微鏡＋血液細胞分類装置CELLAVISION DM9600のご紹介 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 37名



68 腎疾患の新しいバイオマーカー　尿中L-FABPの有用性 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 47名

69 痛みを数値化　ペインビジョン 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 32名

70
The influence of day lemgth on cancer stem cell reserch：癌細胞研究にお
ける昼間時間の影響の検討

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 49名

71
院内環境から株化したアメーバに共生する原始的なクラミジアの感染能力につ
いて

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 48名

72

「アンモニア測定試薬の試薬ブランク上昇の原因と対策」
「Effects of Hypertrophy on the Estimation of Left Ventricular
Diastolic Function」
「FISH解析が有効であった2種の染色体クローンを持つ急性単急性白血病の1

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 47名

73
潰瘍性大腸炎の活動性評価における超音波検査の有用性の検討-多施設での大腸
内視鏡検査との信頼性比較について

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 40名

74
「発色合成基質法を用いた新規経口抗凝固薬edoxabanの血中濃度の測定」
「Xa阻害薬ivaroxabanとapixabanのPTモニタリングにおける比較」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 46名

75

「心房細動例での左室機能評価に有効な代表心拍の決定法：各指標の心周期変
動に対する依存性の比較に基づく検討」
「肥大型心筋症における心血管合併症と心筋ストレインの関連：左室グローバ
ルおよび局所ストレインとそのばらつきの検討」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 35名

76
「生化学自動分析装置における反応過程モニタを用いたリアルタイム異常検出
の検討」
「微生物検体処理システムWASPとルーチン法の液体検体処理能と比較検討」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 36名

77
「質量分析法（MALDI-TOF　MS法）を用いた直微生物同定法の検討について」
「当院における輸血後感染症検査の実施状況」
「フレックスカートリッジ　タクロリムスTACの基礎的検討」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 39名

78
「MsEPの消失が超低体温循環停止時の脳血流低下によるものと推察された胸部
大動脈瘤の一例」
「超音波造影検査による潰瘍性大腸炎の活動性評価の試み」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 39名

79 HAMAにより手術後一過性にCA19-9が偽高値を呈した1例 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 40名

80
「全自動凝固測定装置CS-5100によるXa阻害活性とPTの同時測定」
「BDバクテックシステムを用いた新しい無菌試験法の検討」

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 42名

81 Spectra　Optiaによる末梢血幹細胞採取の検討 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 37名

82 簡易間接熱量計の有用性が示唆された重症広範囲熱傷の1例 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 42名

83 特異な画像所見を呈した肝類上皮血管内皮腫の一例 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 34名

84
Waxy casts in the uninary of patients with different types of
glomerular disease :Results of aaprospective study

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 52名

85
Comparison od in-hoapital mortality in patients with COPD,asthma and
asthma-COPD overlap exacerbations

検査技術に関する専門知識の向上 年1回 48名

86 Maldi-TOF MS for Diagnosis of Infections Diseases 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 53名

87 Conventional markers in determination of activity of sarcoidosis 検査技術に関する専門知識の向上 年1回 52名

88 補助循環装置（PCPS，IABP） 医療機器の安全使用のための研修 1回 41名

89 IABPバルーンの仕様と挿入術 医療機器の安全使用のための研修 1回 8名

90 キャピオックスSP101の原理と使用方法 医療機器の安全使用のための研修 1回 10名

91 補助循環の原理と実際 医療機器の安全使用のための研修 1回 7名

92 血管内超音波法 医療機器の安全使用のための研修 1回 9名

93 汎用人工呼吸器サーボU 医療機器の安全使用のための研修 1回 16名

94 人工呼吸器MonnalT60 医療機器の安全使用のための研修 1回 8名

95 新生児の呼吸特性と病態生理，VN500 医療機器の安全使用のための研修 1回 15名

96 未熟児新生児用人工呼吸器 医療機器の安全使用のための研修 1回 12名

97 人工呼吸器関連勉強会 医療機器の安全使用のための研修 2回 44名

98 人工呼吸器PB980 医療機器の安全使用のための研修 1回 11名

99 人工呼吸器PB980アドバンスコース 医療機器の安全使用のための研修 1回 6名

100 加温加湿器，結露コントロールと加湿コントロール 医療機器の安全使用のための研修 1回 8名

101 吸着型血液浄化器リポソーバーシステム 医療機器関連の安全使用のための研修 1回 9名

102 非対称構造血液濾過透析器 医療機器関連の安全使用のための研修 1回 14名



103 血液浄化療法と装置の安全な操作について 医療機器の安全使用のための研修 1回 8名

104 透析関連酸化ストレスを抑制するために 医療機器関連の安全使用のための研修 1回 10名

105 血液浄化療法の関連する手技と知識を身につける 医療機器の安全使用のための研修 1回 14名

106 腹水濾過濃縮再静注法 医療機器関連の安全使用のための研修 1回 9名

107 除細動器の操作について 医療機器の安全使用のための研修 1回 34名

108 除細動器，TEC5621 医療機器の安全使用のための研修 1回 68名

109 除細動器の30分講習 医療機器の安全使用のための研修 1回 18名

110 閉鎖式保育器とは 医療機器の安全使用のための研修 1回 34名

111 開放，閉鎖式保育器 医療機器の安全使用のための研修 1回 8名

112 閉鎖式保育器Incu-i 医療機器の安全使用のための研修 1回 16名

113 閉鎖式吸引システムトラックケアー 医療機器関連の安全使用のための研修 1回 17名

114 高気圧酸素療法装置 医療機器の安全使用のための研修 1回 7名

115 放射線障害防止のための教育訓練(臨時) 放射線同位元素等の安全な取り扱い・防護の実際を学ぶ 年1回 約150名

116 看護部初任職員研修
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護
業務について理解する

年１回 128名

117 看護助手研修（初任職員研修）
看護部理念・看護者の責務・組織運営・人材育成・看護
助手業務について理解する

年１回 120名

118 看護部初任職員研修（メンタルヘルス研修・中央部門研修）
自部署と関連する中央部門の役割および場を理解するメ
ンタルヘルスサポ―トを実践できるための知識を得る

年1回 117名

119 医療情報 医療情報システムについて理解する 年3回 128名

120 病院初任職員研修
本院職員としての心構えと必要な知識を身につけ、医療
職員としての責任ある行動がとれる

年2回 128名

121 新卒者看護技術研修(採血・口腔ケア）
看護技術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

122 臨地実習担当者研修 基礎教育の理解を深め、臨地実習担当者の役割がわかる 年1回 33名

123 新卒者看護技術研修(注射・ﾎﾟﾝﾌﾟ）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 102名

124 看護研究Ⅱ 看護研究のプロセスを学び、研究計画書が立案できる 年1回 9名

125 リーダー研修Ⅰ
看護チームにおけるリーダーの役割を理解し、リーダー
シップを発揮できる

年2回 45名

126 リーダー研修Ⅱ
問題解決能力を高め、チーム医療の中でリーダーシップ
を発揮できる

年3回 14名

127 看護助手研修
看護チームにおける看護助手の役割を理解し、日常業務
について考える

年４回 132名

128 看護必要度研修、新卒者看護技術研修(皮膚排泄ケア）
看護必要度について理解する看護施術を安全・安楽に提
供できるために、必要な基本的態度、知識、技術を演習
で学ぶ

年1回 93名

129 再就職者、既卒就職者研修 本院の患者参加型看護・看護記録を理解する 年1回 25名

130 看護倫理研修
チーム医療の中で患者の権利の擁護者として看護師の役
割を理解し、看護実践を行う能力を高める

年2回 40名

131 新卒者看護技術研修(心電図・酸素）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

132 ２年目看護師研修
看護実践者として、看護過程を展開する能力を高め、看
護実践を記録できる力を身につける

年2回 81名

133 看護研究Ⅰ 看護研究の基本を学ぶ 年1回 59名

134 新卒者看護技術研修（膀胱・輸血）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

135 ２年目看護師多重課題研修
患者の心身の状況と業務の関連をアセスメントし優先順
位を判断できる

年2回 81名

136 プリセプター研修 プリセプターシップの概念が理解できる 年2回 66名

137 ３年目看護師研修
３年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
を促す

年2回 57名



138 看護とキャリア研修
チーム医療の中で、看護職としてのキャリアを活かした
看護実践ができる

年1回 28名

139 新卒者合同研修②、１年目フィジカルアセスメント研修
組織の一員として職種間連携の必要性を理解し、医療職
者として責任ある行動について学ぶ専門職業人として、
根拠に基づいた予測性のある観察ができる

年1回 94名

140 新卒者看護技術研修（心肺・理学）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

141 新卒者看護技術研修（栄養・ドレーン）
看護施術を安全・安楽に提供できるために、必要な基本
的態度、知識、技術を演習で学ぶ

年1回 101名

142 家族看護研修 家族看護を学ぶことで、看護実践能力を高める 年2回 34名

143 1年目研修
看護専門職者として、自覚と責任ある行動がとれるため
の自己の課題が見いだせる

年2回 89名

144 看護記録研修
部署において「患者参加型看護」を推進するための役割
が担える

年1回 35名

145 看護必要度研修(指導者）
患者の重症度、看護必要度について適切な評価がおこな
え、部署で指導できる

年1回 50名

146 1年目看護師多重課題研修 多重課題に対して優先順位を判断し、行動できる 年3回 91名

147 静脈注射エキスパートﾅｰｽ研修
静脈注射エキスパートナースとして、実践能力を高め役
割を発揮できる

年1回 35名

148 ２年目看護師研修（継続）
看護実践者として、看護過程を展開する能力を高め、看
護実践を記録できる力をつける

年1回 80名

149 ３年目看護師研修（継続）
３年目の果たす役割を明確にし、看護に対する自己啓発
できる

年2回 55名

150 新卒者合同研修③ 安全な医療の提供のために、臨床の倫理について考える 年1回 106名

151 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ認定研修
安全に静脈注射の実践ができるよう知識・技術を獲得
し、スタッフに指導ができる

年3回 34名

152 看護研究Ⅱ（継続） 看護研究のプロセスを学び、研究計画書が立案できる 年1回 9名

153 静脈注射ｴｷｽﾊﾟｰﾄ更新試験 注射スキルの技術アップを図る 年1回 40名

154 職場復帰直前研修
育児休業者が最近の医療・看護の動向を理解し、実践を
学ぶことで円滑に職場復帰ができるように支援する

年3回 述べ30名

155 がん化学療法看護 がん化学療法看護を学ぶ 年7回 95名

156 救急看護 災害看護 基礎，応用等を学ぶ 年7回 104名

157 小児救急看護 こどもの一次救命技術等を学ぶ 年6回 31名

158 皮膚・排泄ケア ＤＥＳＩＧＮ－Ｒの使い方　基礎編等を学ぶ 年7回 36名

159 感染管理 スタンダードプリコーション 年３回 127名

160 新生児集中ケア 入院中の母乳育児支援を学ぶ 年２回 51名

161 手術看護 手術看護の実際を学ぶ 年２回 29名

162 皮膚・排泄ケア 年7回 36

163 糖尿病看護 糖尿病患者の療養支援 年２回 58名

164 慢性疾患看護 患者の理解を深める 年２回 12名

165 がん放射線療法看護 がん放射線看護を学ぶ 年２回 68名



②　業務の管理に関する研修の実施状況

研　修　名 目　的　等

1 第11回内部監査員勉強会 ISO15189，品質マネジメントシステムの理解を深める 年1回 58名

2 QMS勉強会 ISO15189，品質マネジメントシステムの理解を深める 年1回 43名

3 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ , 院内ﾈｯﾄﾜｰｸ , 患者接遇 , 医療安全･感染制御 の概要説明 新任職員に対して，必要な基礎知識を付与 年1回 約50名

4 がん治療の周術期管理
がん治療化学療法前の口腔管理を目的とした治療及び治
療計画の作成(ﾁｰﾑ医療含む)等理解を深める

年1回 約20名

5 看護師長研修
看護管理者として人材育成のための管理能力の向上を図
る

年３回 38名

6 看護師長オリエンテーション 看護師長の役割が理解できる 年1回 20名

7 新副看護師長ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 副看護師長の役割が理解できる 年1回 40名

8 副看護師長研修 副看護師長の役割を理解し、看護管理者能力を高める 年３回 79名

9 新任看護師長研修 看護師長の役割が理解できる 年２回 2名

NO
主　な　内　容

日　程 参加人数



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 寳金 清博 

  管理担当者氏名 総務課長 医事課長 医療支援課長 薬剤部長 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・病院日誌は総務課にて保管管理。 
・診療録を病院外に持ち出す際の取扱
いについては，「北海道大学病院にお
ける個人情報管理に関するガイドラ
イン」を定め，個人が特定できる情報
については，個人情報保護管理区域外
への一切の持出しを禁止し，相当程度
に個人の特定が困難な情報について
は，保護管理者への届出を行った上で
パスワードロックを用いた媒体での
み持ち出しを許可している。 
・カルテは電子カルテと紙カルテの
２種類を管理及び保管している。 
・平成22年に電子カルテを導入し，
それ以前の紙カルテについては，10
年間の保存期間を設けて診療録管理
室にて保管している。また，紙媒体
で生成される説明承諾書等について
は，スキャニングして電子カルテに
取込み，かつ，原本も保管している
。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 診療録管理室 
看護記録 診療録管理室 
検査所見記録 診療録管理室 
エックス線写真 診療録管理室 
紹介状 診療録管理室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

診療録管理室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医事課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課及び薬
剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
に

掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療支援課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療支援課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療支援課 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療支援課 
 
 
 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

医療支援課 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療支援課 
 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療支援課 
 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療支援課 
 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医療支援課 
 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療支援課 
 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

医療支援課 
 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

医療支援課 
 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療支援課 
 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療支援課 
 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療支援課 
 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療支援課 
 
 
 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療支援課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療支援課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医療支援課 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療支援課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 
医療支援課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療支援課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療支援課 

監査委員会の設置状況 
医療支援課 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療支援課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療支援課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療支援課 

職員研修の実施状況 
医療支援課 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療支援課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  ○1 ．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              総務課長 大石和博，経営企画課長 入澤秀次 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務係長 山内好子，分析企画係長 石川裕司 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課事務室，経営企画課事務室 

 閲覧の手続の概要 

 

 利用者は必要に応じ，文書により閲覧責任者に閲覧を申し出，閲覧担当者は閲覧に応じる。 

 

 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        0 件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0 件 

  歯  科  医  師    延        0 件 
      国    延        0 件 
  地 方 公 共 団 体    延        0 件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．本院の医療安全管理に関する基本的な考え方 
２．医療に係る安全管理のための委員会等に関する組織の基本的事項 
３．医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本的事項 
４．医療機関における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善の

ための方策に関する基本方針 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
６．医療従事者と患者間の情報の共有に関する基本方針 
７．患者等からの相談に関する基本方針 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 

１．医療事故等防止対策の検討及び推進に関すること 
２．医療事故等の対応及び原因究明に関すること 
３．医事紛争の対応等に関すること 
４．医療事故等の情報収集及び分析に関すること 
５．医療事故等防止に関する職員の教育・研修に関すること 
６．その他医療事故等に関すること 
 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１５回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１．医療安全に関する講演会「医療安全とチームにおけるＪＣＩの有用性」 
２．医療安全に関する講演会「２０１４年度のインシデントを振り返って」 

×３回 
３．医療安全に関する講演会「抗癌剤暴露の現状と対策」 
４．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 
５．医療安全に関する講演会「法制化された医療事故調査制度」×３回 
６．医療安全の日講演会「現代実践に活かす「臨床倫理」の考え方－倫理的ジ

レンマを「個人の悩み」にしないために－」 
７．医療安全に関する講演会「Ｂ型肝炎再活性化対策」×２回 
８．医療安全に関する講演会「チーム医療と医療安全」 
９．医療安全に関する講演会「平成２７年度 歯科インシデントより」 
１０．医療安全に関する講演会「ＰＭＤＡによる医薬品の安全対策の基本的概

念と実際」 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１．報告書に伴う問題点の把握方法（各部署，安全管理部門の問題点の認識） 

インシデント報告に関する分析からフィードバックまでの対応（職員への
周知と再発防止） 
１）専任リスクマネジャー（ＧＲＭ）が当該リスクマネジャー（ＲＭ）へ

事実確認を行い，報告内容の監査・分析を行い，問題事例や有害事象
の場合は，当該ＲＭとの検討，患者の影響度，患者への対応状況など
を協議し対応している。 

 



２）レベル３ｂの有害事象の場合は，当該部署のＲＭに当該部署として検
討を行った結果と再発防止策について，事例報告書として詳細報告を
要請し，事例報告書に基づき原因・起因を分析し，病院長に報告して
いる。 

３）レベル４，５の有害事象は，ＧＲＭが聞き取り・現場検証などの事実
調査を行い，当該ＲＭ・関係者との事象の検討，患者の影響度，患者
への対応などを協議している。ＧＲＭが作成した検証資料に基づき，
病院長・医療安全管理部長・当該部署の責任者とＲＭにより原因検討
を行い，重篤な事案の場合は医療事故対策特別部会で原因検討の上，
病院の見解を明確にしている。 

 
２．問題点の分析方法（各部署，安全管理部門の問題点の分析方法） 

１）必要な事例については，専門分野の医員を指名し，ＷＧ，院内医療事
故検討会を設置し，原因分析・再発防止策を作成する。 

２）医療事故等調査・分析専門委員会において，３ａ以上の報告について
は，月ごとにレベル・過誤の判定と合併症の妥当性の検討を行ってい
る。 

３）レベル３ｂ以上の報告は，毎週月曜日に報告内容を分析し，原因と患
者への影響度を検討し，医療事故報告制度への報告対象事例の判定を
行っている。 

 
３．改善策の検討方法 

１）報告の全体的分析は，毎月と年間において実施し、発生レベル・報告
状況・場面別に集計し，発生場面別や職種別の発生状況について定量
的分析を行い「医療安全に関する報告集計」を作成し，各委員会に周
知を図っている。また，病院運営会議においても報告し，周知を図っ
ている。 

２）各診療科・部署の安全管理を図るために，前年度の当該診療科・部署
での報告について年間集計し，当該診療科・部署での優先的課題を分
析し，年度前半で，診療科・部署ＲＭ等で対策を検討し，年度末に再
度，今年度の当該診療科・部署での報告について集計し，優先的課題
の評価を実施し，次年度に向けて継続事項を検討している。 

３）医薬品・医療機器に関する事象については，関係専門委員会で再発防
止策を検討し，システム改善・教育体制などの企画を検討している。 

 



（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有 

 
  ・ 指針の主な内容： 
１．院内感染対策に関する基本的な考え方 
２．院内感染対策に関する管理組織機構 
（１）院内感染対策委員会 
（２）院内感染対策特別部会 
（３）感染制御部 
（４）感染防止対策チーム 
（５）感染対策マネージャ連絡会議 
３．職員研修に関する基本方針 
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５．アウトブレイクあるいは異常発生時の対応に関する基本方針 
６．患者等への情報提供と説明に関する基本方針 
７．その他院内感染対策の推進のために基本方針 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
１．院内感染対策の検討・推進 
２．院内感染防止の対応及び原因究明 
３．院内感染等の情報収集及び分析 
４．院内感染防止等に関する職員の教育・研修 
５．その他院内感染対策に関する事項 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年２７回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
全従業者に対する研修等 
１．第１回専門領域別研修会感染管理 
２．第１回（通算61回）院内感染対策講演会① 
３．第17回ＨＩＶ学習会 
４．第１回（通算61回）院内感染対策講演会② 
５．第２回専門領域別研修会感染管理 
６．第１回（通算61回）院内感染対策講演会③ 
７．第３回専門領域別研修会感染管理 
８．第18回ＨＩＶ学習会 
９．第２回（通算62回）院内感染対策講演会 
１０．第３回（通算63回）院内感染対策講演会 
１１．第４回（通算64回）院内感染対策講演会 
１２．第５回（通算65回）院内感染対策講演会 
１３．第６回（通算66回）院内感染対策講演会 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
「感染症のアウトブレイク発生に伴う保健所への報告基準」を制定し，保健所や大学内の報告に係る
基準及び方法等について整備済みである。（平成２３年６月１７日医政指発第１号に基づき，平成２
３年８月２５日病院執行会議において承認） 
 
  ・その他の改善のための方策の主な内容 
１．感染防止対策チームを設置して，院内感染状況，抗菌薬の適正使用，職員の感染防止策等の実施

状況の把握と指導。 



２．耐性菌サーベイランス等，感染症法に基づく院内感染症発生状況の迅速な把握と対応。 
３．感染防止対策加算１を算定する医療機関として，同じく加算１を算定する医療機関との相互評価

及び加算２を算定する医療機関との合同カンファレンスの開催等により道内の医療機関との連携
を図る。 

４．平成２４年４月から，感染制御部専任の医師（医員）１名を新たに配置。 
５．感染制御部専任の事務補佐員（非常勤職員）１名を継続して配置し，平成２４年７月から，事務

職員（常勤職員）１名を配置。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
１．研修医オリエンテーション「処方全般」 

                  開催回数：2回（2015年4月6日、7日）、対象：医師 
２．医薬品に関する講習会「インスリン安全管理講習会、糖尿病・インスリン療法について」 

                   開催回数：1回（2015年7月1日）、対象：全職種 
３．医薬品に関する講習会「危険薬の取扱い」 

                  開催回数：2回（2015年8月26日、9月2日）、対象：看護師 
４．異動後医師研修「危険性の高い薬剤の取り扱い」 

開催回数：2回（2015年6月30日、11月25日）、対象：医師 
５．医薬品に関する講習会「ＰＭＤＡによる医薬品の安全対策の基本的概念と実際」 

                  開催回数：1回（2016年3月8日）、対象：全職種 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 

医薬品安全使用に関する手順書 
１）医療安全上、注意を要する薬剤リスト 
（１） 特に安全管理が必要なリスト 
（２） 配合注意・投与ルートで注意を要する注射薬 
（３） 誤認に注意薬剤 

２）指示・伝達ルール 
（１） 指示・伝達ルール 
（２） 口頭指示は原則禁止 

３）内服薬に関する管理基準 
（１） 内服薬管理基準 
（２） 薬剤管理指導業務手順書 
（３） 入院患者の持参薬確認業務手順書 
（４） 誤調剤に対する調剤室対応手順 

４）注射薬に関する管理基準 
（１） 注射業務管理基準 
（２） 注射薬混合調製（ミキシング）手順書 

５）危険性の高い薬剤に関する手順書 
（１） 危険性の高い薬剤の取扱い手順書 
（２） 注射用抗生物質製剤等によるショック等に対する安全対策 
（３） 抗凝固・抗血小板療法施行時における出血性合併症および処置・手術時の対応 
（４） ビグアナイド系糖尿病薬服薬中のヨード造影剤使用の検査について 

６）抗がん薬に関する手順書 
（１） 院内がん化学療法要項 
（２） がん化学療法実施運用手順書 
（３） 抗がん薬の投与に関する手順書 
（４） 抗がん薬被爆防止に関するマニュアル 
（５） 院内におけるがん化学療法の安全性に関する取り決め 
（６） 血管外漏出およびアレルギー反応発生時の対応について 

７）医療安全情報管理 
（１） 医療安全性情報管理体制 
（２） 薬剤部における医薬品情報管理マニュアル 

８）医薬品管理 
（１） 病棟における注射剤管理業務手順書 



（２） 病棟における薬剤師業務基準 
（３） 麻薬管理取扱い手順 

９）インスリン療法マニュアル 
（１） インスリン療法マニュアル 
（２） インスリンラインナップ 
（３） 各製剤の使い方 

 １０）医薬品の採用に関する手順書 
 １１）他施設との連携に関する手順書 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
・医薬品の情報管理体制として、薬剤部における医薬品情報管理手順を作成し、それに基づき、日

本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」として、医薬品医療機器総合機構（
PMDA）からの医療安全情報は「PMDA医療安全情報」「緊急安全性情報」「安全性速報」「P
MDAから医薬品適正使用のお願い」としてメールにより診療科・部門に提供している。また、
関係機関からの医薬品に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供と点検のお
願い」にて情報提供とともに現場での業務点検を依頼している。 

・医薬品に関するインシデント集計・分析結果により、専門委員会やワーキング等で医薬品に関す
るインシデント防止対策や講習会内容の検討を行っている。 

 ・未承認薬に関して、現在検討中。 
 ・適応外使用に関しては、調剤時に確認・記録を実施しているが、更に徹底する方法を現在検討中 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年５７回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
１．人工心肺装置・大動脈内バルーンポンプ装置・経皮的心肺補助装置 
   計4回実施（7月28日，8月13日，9月17日，10月27日） 
２．人工呼吸装置 

  計9回実施（7月30日，8月6日，25日，11月5日，24日，12月6日，20日，2月4日，28日） 
３．人工呼吸器安全管理講習会 
   院内ワーキング認定試験の講習として基礎課程3回を2クール計6回 
４．血液浄化装置 
   計6回実施（5月26日，6月11日，15日，7月8日，9月29日，10月15日） 
５．除細動器・自動体外式除細動器(AED) 
   計4回実施（4月6日，8月5日，9月9日，12月9日） 
６．閉鎖式保育器 
   計3回実施（4月2日，6日，6月10日） 
７．輸液ポンプ・シリンジポンプ 
   計2回実施（6月4日，18日） 
８．高気圧酸素療法 
   計1回実施（5月14日） 
９．閉鎖式吸引 
   計1回実施（12月3日） 
１０．診療用高エネルギー放射線発生装置 計15回 
１１．診療用放射線照射装置（9月24日） 
１２．陽子線治療装置（10月6日） 
１３．新規導入機器研修 
１４．人工呼吸器ベネット980：計3回実施（11月5日，12月6日，20日） 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 
 

電子カルテ内のME管理システムを使用し、医療機器の種類と機種ごとに保守点検計画の策定、実施、
及び、実施の確認をしている。 
 

【中央管理機器】 
  ＭＥ機器管理センターにおける使用語の終業点検，1ヶ月点検，定期点検の実施 
  不具合発生時の現場調査と故障点検の実施 
  故障時のメンテナンスとメーカーとの調整 

 
【放射線部管理機器】 
  放射線部における、①始業点検、②２回/月以上の出力線量測定、③３ヶ月及び６ヶ月 
  毎に放射線及び幾何学的点検、④漏洩線量等の放射線管理に関する測定を実施している。 
  他に製造メーカーと保守契約を結び年間4回の定期メンテナンスを実施している。 

 
【診療科・部門管理機器】 
  医療機器管理システムを使用して、管理課で保守点検計画により機器のリストを作成し、 
  機器の保守点検を実施。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 



  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

医療機器の情報管理体制として、医療安全性情報管理体制を整備。 
それに基づき、日本医療機能評価機構からの医療安全情報は「医療安全情報」としてメールで診療

科・中央診療部門に提供。 
関係機関やメーカーからの医療機器に関する情報、新聞報道からの事故情報などは「緊急情報提供

と点検のお願い」にて情報提供とともに現場での業務点検を依頼。 
また、ＭＥ機器管理センターからMEセンターニュースとして医療機器情報を全病棟，外来，中央管

理部門へ提供。 
医療機器を管理するための北海道大学病院の医療機器管理体制を明文化。 
使用頻度の高い医療機器についてeラーニングシステムを構築。 

 

 



（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
 平成２８年１０月１日付けで，病院長補佐（医療安全担当）を増設し，医療安全管理責任者として
配置した。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（３名） 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 
 
 薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁忌等の処方
に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務を実施している。 
 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 未承認薬に関して，現在検討中。また，適応外使用に関しては，調剤時に確認・記録を実施してい
るが更に徹底する方法を現在検討中である。 
 

・担当者の指名の有無（有） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有 ） 

・規程の主な内容： 

 インフォームド・コンセントについては，既に院内のマニュアルがあり，マニュアルに沿って実施
している。今後は，診療録管理室が現状のモニタリングを行い，指導等を行う予定である。 
 また，説明する機会も増えていることから，関連部門（各診療科・看護部）・医療安全管理部と協
議してマニュアルの改正等（要項を含む）があれば，職員に周知する予定である。 
 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有 

・活動の主な内容： 

インフォームド・コンセントは説明内容を診療録に記載する等，診療録と密接な関係にあるため診
療録管理室長を責任者として配置した。 
 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 

・所属職員：専従（６）名、専任（１）名、兼任（３）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 



・活動の主な内容： 

１．医療事故及びインシデント報告の受理及び分析に関すること。 
２．リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他リスクマネジャー連

絡会議の庶務に関すること。 
３．リスクマネジャー連絡会議の運営並びにその記録等の作成及び保存，その他リスクマネジャー連

絡会議の庶務に関すること。 
４．医療安全に関する教育及び研修に関すること。 
５．医療現場からの医療事故等の相談に関すること。 
６．医療事故等に関する診療録や看護記録等への記載内容の確認及び必要な指導に関すること。 
７．医療事故等の発生時における患者又はその家族への対応状況の確認及び必要な指導に関するこ

と。 
８．医療事故等に対する原因究明の実施状況確認及び必要な指導に関すること。 
９．医療安全に係る連絡調整に関すること。 
１０．その他医療安全対策の推進に関すること。 
 
※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 現在「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」において，高難度新規医療技術の提
供の適否等を決定する部門の設置及び高難度新規医療技術評価委員会の設置について検討している。 
 併せて，部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成及び遵守状況の確認方法について，検討を行
う。 

なお，平成２９年３月末までは，既存の委員会である倫理委員会，自主臨床研究審査委員会及び治
験審査委員会で審議を行う。 
 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

 

現在「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」において，未承認新規医薬品等の使
用の適否等を決定する部門の設置及び未承認新規医薬品等評価委員会の設置について検討している。 
 併せて，部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成及び遵守状況の確認方法について，検討を行
う。 

なお，平成２９年３月末までは，既存の委員会である倫理委員会，自主臨床研究審査委員会及び治
験審査委員会で審議を行う。 



⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 

現在「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」において，監査委員会委員の要件等
の確認を行った。今後，北海道大学総長と確認しながら委員の選出，規程の整備を行う。 
 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年  件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年  件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

１．医療事故等防止対策の検討及び推進に関すること。 
２．医療事故等の対応及び原因究明に関すること。 
３．医事紛争の対応に関すること。 
４．医療事故等の情報収集及び分析に関すること。 
５．医療事故等防止に関する職員の教育・研修に関すること。 
６．その他医療事故等に関すること。 
 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 
今後，厚生労働省から示される立入の方法等の内容を参考に行う。 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

 患者相談室を設置し，医療支援課が対応している。医療支援課長が室長となり，業務を総括してい
る。窓口の周知方法は，外来ホールにポスターを掲示し周知している。なお，医療安全に係る情報は，
ＧＲＭに連絡し，調査を行う。また，医療支援課と患者相談窓口・医療安全管理部合同会議を月１回
開催し，情報を共有している。 
 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１．医療安全に関する講演会「医療安全とチームにおけるＪＣＩの有用性」 
２．医療安全に関する講演会「２０１４年度のインシデントを振り返って」×３回 
３．医療安全に関する講演会「抗癌剤暴露の現状と対策」 
４．医療安全に関する講演会「採血・穿刺時の神経損傷予防」 
５．医療安全に関する講演会「法制化された医療事故調査制度」×３回 
６．医療安全の日講演会「現代実践に活かす「臨床倫理」の考え方－倫理的ジレンマを「個人の悩み

」にしないために－」 
７．医療安全に関する講演会「Ｂ型肝炎活性化対策」×２回 
８・医療安全に関する講演会「チーム医療と医療安全」 



９．医療安全に関する講演会「平成２７年度 歯科インシデントより」 
１０．医療安全に関する講演会「ＰＭＤＡによる医薬品の安全対策の基本的概念と実際」 
 
 今後，監査委員会からの意見も研修として実施する予定である。 
 新たに研修後の理解度を確認するためアンケート形式のテスト等を行い学習効果を測定する予定
である。また，e-leaning については，各種のモニタリング結果から必要な内容を追加・改訂してい
く予定である。 
 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 
 厚生労働省でも企画を予定している研修及び国立大学附属病院長会議で予定している研修等を受
講予定である。 
 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価  

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 ○有 ・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

 日本医療機能評価機構，平成26年1月 

 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信  

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 ○有 ・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 広報誌およびウェブサイトにて，本院の理念と目標，地域の中核としての役割，先進的な  

 医療に関する情報提供などを行なっている。 

  また，市民公開講座を主催し，地域社会へ医療に関する最新情報の提供を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制  

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

診療科間の連携についてのルールが整備されており、他診療科への受診依頼、依頼先におい 

ての検査結果等の患者情報が電子カルテを通して共有されている。患者の情報が不足している 

場合は補足説明を電話で直接行う等により緊密かつ緊急に連携できる体制を整えている。 

 

 

 



(様式第 8) 

                                                                海 大 第 １ ０ ８ １ 号 

平成２８年１０月２５日 

 

  厚生労働大臣      殿 

 

 北海道大学総長  山 口 佳 三 （印） 

 

北海道大学病院逆紹介率の向上に関する年次計画について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 84.7 ％ 逆 紹 介 率 48.2 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                   16,477  人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                 9,739  人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                   649  人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                   20,210  人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

 

2 紹介率及び逆紹介率向上のための基本方針と向上のための具体的な予定措置 

 

 

 

            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)「紹介率」又は「逆紹介率」のうち、承認要件を満たしていないものについてのみ記載するこ

と。 

 

 



3  年次計画 

(1)紹介率 

  計 画 期 間            平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

 年次目標紹介率 

 

 

 

 

    第１年度（平成  年度） 

    第２年度（平成  年度） 

    第３年度（平成  年度） 

    第４年度（平成  年度） 

    第５年度（平成  年度） 

                      ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

(注)「紹介率」が、承認基準を満たしていない場合についてのみ記載すること。 

 

 

 

(2)逆紹介率 

  計 画 期 間            平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

 年次目標紹介率 

 

 

 

 

    第１年度（平成  年度） 

    第２年度（平成  年度） 

    第３年度（平成  年度） 

    第４年度（平成  年度） 

    第５年度（平成  年度） 

                      ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

                        ・      ％ 

(注)逆紹介率が、承認要件を満たしていない場合についてのみ記載すること。 

 

 

 



(様式第 8) 

                          

海 大 第 １ ０ ８ ２ 号  

平成２８年１０月２５日  

 

  厚生労働大臣      殿 

 

 北海道大学総長  山 口 佳 三  (印)  

 

北海道大学病院の専門の医師の配置に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

1 専門性に関する資格を有する医師数             （平成２８年 ６月１日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 ５５人 眼 科 専 門 医 １６人 

外 科 専 門 医 ５２人 耳鼻咽喉科専門医 １５人 

精 神 科 専 門 医 １７人 放射線科専門医 ３８人 

小 児 科 専 門 医 ３５人 脳神経外科専門医 ２２人 

皮 膚 科 専 門 医 １５人 整形外科専門医 ３２人 

泌尿器科専門医 １４人 麻 酔 科 専 門 医 ２９人 

産婦人科専門医 ２３人 救 急 科 専 門 医 １３人 

  合 計 ３７６人 

（注）人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した     

  員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

2  専門の医師の必要数 

専門性に関する資格を有する医師の必要数 ２１２人  
（注)医療法施行規則第二十二条の二第一号の規定による医師の配置基準数の半数を記入すること。 

 

3 専門の医師を配置するための予定措置 

 

 

 

            
 

 

 

 



(様式第 8) 

                                                                  

海 大 第 １ ０ ８ ３ 号  

平成２８年１０月２５日  

 

  厚生労働大臣      殿 

 

 北海道大学総長  山 口 佳 三  (印)  

 

北海道大学病院の論文発表等の向上に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

1 論文発表等の実績 

英語による発表論文数 ４３５件  
(注) 1 当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療

技術の開発および評価に資すると判断されるものの数を記入すること。 

(注) 2 対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学

術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属

している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場

合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含

めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る）。 

 

2 論文発表等を向上するための具体的な予定措置 

院内各部門に臨床研究マネージャーを配置し，臨床研究の推進と，研究成果の発表の促進につ

いて，臨床研究マネージャー連絡会議にて周知している。 

 また，臨床研究を基に発表された論文について，定期的に調査し，集約して一元的に管理してい

る。このうち，特定臨床研究に基づく論文発表がなされた場合には，「北海道大学病院特定臨床研

究報奨金等取扱要領」に基づき，筆頭著者及び所属診療科等に対して報奨金の支給を実施し，さら

なる研究の促進を行っている。 

 

 



(様式第 8) 

                                                                  海 大 第 １ ０ ８ ４ 号  

平成２８年１０月２５日  
 

  厚生労働大臣      殿 

 

   北海道大学総長  山 口 佳 三  (印)  

 

北海道大学病院の昨年度の業務報告において提出した年次計画の経過について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 提出した年次計画の項目 

○1 紹介率・逆紹介率 ２標榜する診療科 ○3 専門の医師の配置 ○4 論文発表 

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。 

 

2 昨年度および今年度の実績 

昨年度提出した年次計画書での報告事項 

（実績及び予定措置） 

今年度の実績及び承認要件を満たしていない場

合の理由 

  

（注）1 左欄には、昨年度の業務報告において様式第８として報告した事項を記載すること。 

2 右欄には、今年度の実績及び、承認要件を満たしていない場合はその理由を記載すること。 

 

3 今後の具体的措置 

 

（注）本年度も承認要件を満たしていない場合、2で記載した事項以外の更なる措置を記載すること。 



 
 

(様式第 8) 

                                                         番         号  

平成２８年１０月  日  

 

  厚生労働大臣 塩 崎 恭 久 殿 

北海道大学総長     

開設者名  山 口 佳 三 (印) 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 
○平成 28 年 10 月 1 日付け 
病院長から南須原医療安全管理部長を病院長補佐（医療安全管理責任者）に任命し，医

療安全管理部門，医療安全管理委員会，医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任

者を統括させる。 
 病院長を長とする「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」において，

病院長が新たに病院長補佐（医療安全管理責任者）を指名し，南須原医療安全管理部長（医

療安全管理責任者）が当該役職に任命され，病院執行部に入ることが決定した。9 月に開催

される病院執行会議で報告を行い，10 月 1 日付けで任命する予定である。 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 
医薬品安全管理体制専門委員会の委員長が，医薬品安全管理責任者を担うことになって

おり，すでに医薬品安全管理責任者として活動している。 
薬剤部において，医薬品情報の整理，周知及び周知状況の確認の徹底並びに適応外，禁

忌等の処方に係る確認等については，薬剤師を指名して同様の業務は既に実施しているが，

医療法の一部改正により，法律に基づいて業務を行うことから，適用外使用の把握等の詳

細を薬剤部及び医療安全管理部において確認している。 
 
 
3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 
秋田副病院長を責任者として配置した。（7 月 13 日：特定機能病院の承認要件の見直し

に関するワーキング） 
インフォームド・コンセントは説明内容を診療録に記載する等，診療録と密接な関係に

あるため診療録管理室長（秋田副病院長）を責任者として配置した。 
 



 
 

4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 
インフォームド・コンセントについては，既に院内のマニュアルがあり，マニュアルに

沿って実施している。今後は，診療録管理室が現状のモニタリングを行い，指導等を行う

予定である。 
また，説明する機会も増えていることから，関連部門（各診療科・看護部）・医療安全管

理部と協議してマニュアルの改正等（要項を含む）があれば，院内職員に周知する予定で

ある。 
 
 
5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 
秋田副病院長（診療録管理室長）を責任者として配置した。（7 月 13 日：特定機能病院

の承認要件の見直しに関するワーキング） 
現在，診療録管理室と医療安全管理部が連携して診療録点検を年１回行っている。結果

をモニタリング，各診療科へ指導，全体評価と強化ポイントをリスクマネジャー連絡会議

で報告している。今後は，点検方法やモニタリング項目に問題が無いか確認し，診療録等

の管理を行っていく予定である。 
 
 
6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する

ための予定措置 

現在，全死亡症例を医療安全管理部において把握しているが，能動的に報告するシステ

ムを 9 月中に構築する予定である。 
管理者が定めるインシデントのレベル３ｂ以上（国立大学附属病院医療安全管理協議会）

の事象報告は従来から実施しており，医療安全管理部から病院長へ報告している。 
 
 
7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 
北海道大学「公益通報・コンプライアンス通報窓口」があり，全職員に対し連絡先等の

パンフレットを配布している。  
再度，リスクマネジャー連絡会議等で，職員に周知を行っている。 

 
 
  



 
 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 
医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握で例示されている，手術時の血栓予防

対策実施率のモニタリング等については，平成 29 年度末までにはモニタリング項目を具体

化し実施していく予定である。 
また，職員の研修参加はこれまでどおりモニタリングを行い，研修受講状況の把握と出

席を促す活動を継続していく。 
 
 
9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 
当院では，倫理委員会，自主臨床研究審査委員会及び治験審査委員会等様々な委員会で

行っているが，現在，高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置及び高難

度新規医療技術評価委員会を設置するため，病院長を長とする「特定機能病院の承認要件

の見直しに関するワーキング」を開催している。 
平成 29 年 3 月末までに，高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門と委員会を

設置する。それまでは，既存の委員会で審議を行う。 
 
 
10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 
病院長を長とする「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」を開催して

おり,平成 29 年 3 月末までには，高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門と委

員会を設置する予定である。併せて，従業者が遵守すべき事項，設置される部門が確認す

べき事項等の規程（要項含む）を平成 29 年 3 月末までに作成する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 
当院では，倫理委員会，自主臨床研究審査委員会及び治験審査委員会等様々な委員会で

行っているが，現在，未承認新規医薬品等の使用条件，使用の適否等を決定する部門の設

置及び未承認新規医薬品等評価委員会を設置するため，病院長を長とする「特定機能病院

の承認要件の見直しに関するワーキング」を開催している。それまでは，既存の委員会で

審議を行う予定である。 
 
 
12. 未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承

認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を

定めた規程を作成するための予定措置 
病院長を長とする「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」を開催して

おり,平成 29 年 3 月末までには，未承認新規医薬品等の使用条件を定め，使用の適否等を

決定する部門と委員会を設置する予定である。併せて，従業者が遵守すべき事項，設置さ

れる部門が確認すべき事項等の規程（要項含む）を平成 29 年 3 月末までに作成する予定で

ある。 
 
 
13. 監査委員会を設置するための予定措置 
病院長を長とする「特定機能病院の承認要件の見直しに関するワーキング」において，

監査委員会の委員の要件等の確認を行った。今後は，開設者と確認しながら委員の選出，

規程の整備を行い，来年度から開設者が監査委員会を設置して，外部監査を受ける予定で

ある。 
 
 
14. 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 
他の特定機能病院の管理者との連携による立入り等の方法や内容については，厚生労働

省から示すと説明を受けているが，未だ示されていないのが現状である。 
今後，厚生労働省から示される立入の方法等の内容を参考に来年度から行う予定である。 

 
 
  



 
 

15. 職員研修を実施するための予定措置 
職員研修については既に行っているが，新しく設置する予定の監査委員会からの意見も

研修として実施する予定である。 
来年度から新たに研修後の理解度を確認するためにアンケート形式のテスト等を行い学

習の効果測定する予定である。 
e-learning については，各種のモニタリング結果から必要な内容を追加・改訂していく

予定である。 
 
 
16. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
厚生労働省でも企画する予定と説明を受けているが，国立大学附属病院長会議で研修の

実施を検討していることから，来年度から参加させる予定である。 
 
 
17. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（６）名、専任（１）名、兼任（３）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（ ）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
 
 
18. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
医療安全管理部に配置している医師，薬剤師等の専従について確認を行い，整備を行った。 
９月から配置済である。 
 
 
 
 


